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【4】夕ぐれ時の交通事故防止のため“ライト、の点灯をお願いします

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じております

午前9時半～午後4時半（平日）

士曜日は正午まで

◎専門の相談員が親身になってご相談に応じます。

◎井護士相談臼：毎週水曜日午後1時～4時

杜団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

新潟市本町通7番町1082興亜火災新潟支店ピル5階

　　　　　　　　　　　　　　　新潟調査事務所内

　　　　　魯0252－25－1851（直通）0252－25－2225

　　　　　　　　　　　　　　　　新堀通り本町角

　
　
を

の
金

赤い羽

隆共同

住
宅
金
融
公
庫
の

　
　
　
　
お
申
込
み
は

　
　
　
　
1
0
月
1
9
日
～
1
1
月
1
9
日

　
今
年
度
三
回
目
の
受
付
が
十
九
日

か
ら
十
一
月
十
九
日
ま
で
公
庫
業
務

取
扱
店
で
あ
る
金
融
機
関
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
一
般
住
宅
建
設
資
金
は
、
当
町
の

場
合
四
百
十
万
円
と
割
増
し
や
加
算

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
利
率
は
年
五
・
五
％
で
す
。
こ
れ
に

併
せ
て
国
民
年
金
な
ど
の
被
保
険
者

住
宅
資
金
の
融
資
も
来
月
二
十
一
日

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

すお願㌧

　
今
年
も
十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽

根
の
「
共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
昨
年
は
、
県
全
体
で
三
億

五
千
六
十
万
円
ほ
ど
、
町
全
体
で
八

十
四
万
七
千
三
百
一
円
の
募
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
し
ま
し
蔀

ロ東北電力■

戸
籍
の
明
暗

　
　
　
八
月
か
ら
九
月
届
出

　
こ
の
運
動
は
、
お
互
い
の
助
け
合

い
精
神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の

手
で
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
生
活
向

上
を
図
る
な
ど
の
福
祉
活
動
に
必
要

，
な
資
金
を
集
め
る
も
の
で
す
。

　
赤
い
羽
根
の
持
つ
意
味
は
、
困
っ

た
と
き
は
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が

ら
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
し
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
表
し

た
も
の
で
す
。
古
く
は
、
ロ
ビ
ン
フ

ヅ
ド
も
”
正
義
と
勇
気
”
の
し
る
し

肥
と
し
て
帽
子
に
つ
け
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

磐
縁
翠
篶
艸
韓

篤
志
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
N
H
K
歳
末
た
す
け
あ
い
義
援

金
」
と
合
わ
せ
、
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1覗．唇電

浦田と天水越で

とき／21日、9時～15時

くいき／黒倉、修業者、藤原

（NHKサテライト局も停電します）

　　　×　　　×　　　×　　　×　　　X

とき／22日、9時～13時

くいき／天水越、大厳寺原高原

　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

とき／28日、9時～15時

くいき／21日の停電区域を除く

浦田地区

高渡竹中樋村丸
橋辺内島口山山

お
く
や
み

　
ハ
ナ
働
（
曽
根
・
源
治
郎
）

　
サ
ト
㈹
（
湯
本
・
大
阪
屋
）

　
利
雄
㈱
（
湯
山
・
栄
屋
）

　
イ
セ
㈹
（
水
梨
・
三
益
屋
）

　
吉
蔵
㈹
（
湯
之
島
・
東
屋
）

庄
二
㈱
（
湯
山
・
重
屋
）

　
セ
イ
㈲
（
中
尾
・
林
）

福
原
　
キ
セ
㈹
（
小
谷
・
下
干
場
）

渡
辺
　
ミ
イ
㈱
（
東
山
・
坂
本
）

丸
山
　
利
雄
㈲
（
藤
倉
・
元
院
）

　
新
婚
さ
ん

う
ぶ
声

松
沢
　
隆
幸
（
湯
山
・
佳
長
の
長
男
）

村
山
　
卓
也
（
湯
本
・
忠
男
の
長
男
）

高
橋
奈
津
子
（
〃
　
・
明
夫
の
次
女
）

山
岸
　
幸
生
（
松
之
山
・
紀
夫
の
三
男
）

村
山
奈
津
子
（
坂
下
・
暁
の
次
女
）

小
野
塚
沙
織
（
東
川
・
和
栄
の
長
女
）

小
野
塚
澄
子
（
〃
　
・
勝
男
の
長
女
）

小
口
　
和
子
（
松
之
山
・
栄
の
長
女
）

吉
川
　
幸
子
（
湯
本
・
孝
の
長
女
）

小
野
塚
留
美
（
東
川
・
平
八
郎
の
長
女
）

志
賀
　
亜
矢
（
松
口
・
勝
栄
の
三
女
）

布
施
　
知
美
（
松
之
山
・
長
一
の
長
女
）

高
橋
　
沙
織
（
天
水
島
・
直
道
の
長
女
）

／

カ

4

《励＿
　57年2月1日現在

　男2449人（△”2）

　女2591人（△75）

　計5040人（△187）

世帯数1386世帯（△38）

（　）内前年同日比

　　　　　　　スゲの甘い香りが、スーと鼻に飛び込んでくる一一一

「冬なんかちっとも困らない、この手ワルサをしていれば……」と

　　屈託なく笑う福原スイさん（小谷・平田）は、スゲガサを作り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　始めてから44年たった。

　　　　　　　　　　親はオレに器用をくれるのを忘れたから骨折

　　　　　ったと言うが、針を運ぶ指先といい、スゲをさぱく手の

　　　　　　　　　　　動きからはとてもそのようには思えない。

　　一それは、ただ時の経過だけがそう思わせるのだろうか一
　10本ぱかりのスゲが縫われていく……。ひとみは指先にくぎ付け

　　　され、身じろぎもしない。毎年、80から90個は作るという。

　　　　　　　しかし、今年はスゲが不作で、思うようにはいかな

いそうだ。それでも早くから人に頼まれた数だけは何とか…・一。

　　　　　　　　今になっては、断わるのに一苦労するとこぽす。

一雨ガッバばやりの昨今、昔からスゲガサは目本人ならだれにで

　　　　　　　　　　　　　も良く似合うものの一つである

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もうすぐ春…一…。
　　　　　あと少しで頼まれた数が終る、とキリッと結んだロ元に

　　　　　　　　　　　　　　　　なんとなく春の訪れを感じた。

3月23日（火）正午～17時まで、藤原を除く浦田全域停電のお知らせ



I
Q
の
N
I

広報まっのやま　恥731“”II”””1”ll“IIIllm””1””llm“1””“1”“”III“”””lmi“””1““IIlm“1””1“1”“1”1”1”lll””1””“II””1”1”IIll“ll”“ll””【2】

町議△

　五

算予正補

12
月
定
例
会
か

コ匝
借
入
金
、

　
第
五
回
め
の
補
正
予
算
で
、
百
二

十
八
万
四
千
円
を
追
加
し
て
、
合
計

二
十
二
億
八
千
八
百
九
十
三
万
五
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
町
債
（
借
入
金
）
が
町

道
舗
装
事
業
ほ
か
二
十
四
件
に
わ
た

り
予
定
額
に
増
減
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
合
計
が
　
　
　
五
十
万
円

　
ほ
か
に
地
方
交
付
税
が
五
百
万
円

増
え
た
の
に
対
し
、
国
県
支
出
金
が

合
わ
せ
て
四
百
四
十
四
万
二
千
円
減

り
ま
し
た
。

24
件
が
決
定

ら

　
歳
出
は
、
職
員
の
給
与
引
き
上
げ

に
よ
る
補
正
を
中
心
と
し
た
ほ
か
、

▽
こ
の
春
行
わ
れ
る
「
県
知
事
選
挙

投
・
開
票
」
の
準
備
費
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
＋
万
円

▽
5
6
豪
雪
に
よ
る
町
有
林
の
雪
起
し

な
ど
の
委
託
料
　
　
　
二
百
五
万
円

▽
林
道
中
原
大
厳
寺
線
測
量
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
二
百
六
十
三
万
円

▽
町
道
改
良
工
事
な
ど
の
た
め
に
過

不
足
を
生
じ
差
引
き

　
　
　
　
　
　
　
九
百
七
十
五
万
円

幽
高
額
嚢
費
の
好
評
に
泣
－

　
　
こ
れ
で
二
回
め
の
補
正
で
、
国
保

勘
定
が
百
五
十
七
万
二
千
円
、
松
之

山
診
療
所
勘
定
が
九
百
八
十
万
円

．
浦
田
診
療
所
勘
定
が
二
千
八
百
九
十

万
円
の
減
額
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
補
正

　
し
ま
し
た
。

図
　
　
〈
国
保
〉
　
国
庫
補
助
金
（
5
5
年

度
七
割
給
付
分
精
算
金
）
と
し
て

　
　
　
　
　
　
百
五
十
七
万
二
千
円

　
く
松
之
山
診
V
　
外
来
患
者
分
九

百
万
円
。
入
院
患
者
分
八
十
万
円
。

　
〈
浦
田
診
〉
　
外
来
患
者
分
△
千

三
百
九
十
万
円
。
繰
入
金
△
干
五
百

万
円
（
一
般
会
計
三
百
万
円
、
国
保

千
二
百
万
円
）

圏
　
〈
国
保
〉
　
職
員
の
給
与
を
引
き

ひろう

上
げ
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、
六
十

四
万
五
千
円
。
七
割
給
付
分
　
八
百

万
円
。
高
額
療
養
費
支
給
分
　
四
百

万
円
。
へ
き
地
配
布
薬
品
代
　
四
十

三
万
二
千
円
。
浦
田
診
療
所
勘
定
繰

出
金
減
△
千
一
一
百
万
円
。

　
〈
松
之
山
診
〉
　
職
員
の
給
与
を

引
き
上
げ
る
経
費
と
し
て
　
三
百
六

十
四
万
二
千
円
。
往
診
手
当
　
五
百

万
円
。
各
種
検
診
旅
費
不
足
。
百
二

十
万
円
．

　
〈
浦
田
診
〉
　
閉
鎖
に
伴
う
職
員

の
異
動
に
よ
る
減
　
△
二
干
四
百
九

十
万
円
。
薬
品
代
　
△
四
百
万
円
。

傷綱
56豪雪で

　　300万円の

援助を

　
こ
れ
で
三
回
め
の
補
正
で
、
二
千

七
十
六
万
四
千
円
を
減
額
し
て
、
総

額
二
億
二
百
七
十
五
万
七
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
〈
歳
人
〉
　
水
道
使
用
料
　
七
十

蜘
新
鶴
鍵
籔

条
｝

例

松
之
山
町
集
落
開
発
施
設
等
の

設
置
及
ぴ
管
理
に
関
す
る
条
例

　
こ
れ
ま
で
に
四
か
所
（
中
立
山
・
豊

田
・
兎
口
・
曽
根
）
に
建
設
し
た
「

集
会
所
」
の
管
理
を
す
る
た
め
の
条

例
で
す
。

　
こ
の
中
で
次
の
よ
う
な
使
用
の
目

的
に
よ
っ
て
は
使
用
料
を
い
た
だ
く

こ
と
も
決
め
て
あ
り
ま
す
。
①
営
利

②
個
人
の
た
め
の
使
用
③
興
業
な
ど

催
物
の
た
め
④
町
外
の
団
体
、
個
人

の
使
用
。

　
使
用
料
は
①
半
日
五
百
円
②
一
日

二
千
円
③
夜
間
千
五
百
円
で
、
入
場

料
を
徴
収
す
る
興
業
の
場
合
は
①
～

③
の
二
倍
額
。
冬
季
間
は
①
～
③
の

三
〇
％
増
し
の
料
金
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
管
理
の
全
部
か
一
部
を
利

用
地
域
の
代
表
者
に
委
託
で
き
る
こ

と
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
町
冬
期
孤
立
集
落
機
能

　
維
持
管
理
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

　
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
大
荒
戸
に
建
設
し
た
集
会
施
設
の

3】”””i”””1”lll”“1”1””1””1”1””ll”II”1”“”lllll”ll”li”””llll“1”lllII”“II””lllllIll””ml”1”1”“川II“1“1”lllll“1““mllliI広報まつのやま　Nα73

万
三
千
円
。
国
庫
補
助
金
（
工
事
費

減
）
△
千
二
十
六
万
七
千
円
。
　
一
般

会
計
繰
入
金
（
5
6
豪
雪
災
害
復
旧
）

三
百
万
円
。

万
円
。

　
〈
歳
出
〉

町
債
減
　
千
四
百
二
十

漏
水
修
理
代
八
＋

万
円
。
簡
易
水
道
建
設
費
（
工
事
請

負
費
減
）
△
二
千
二
百
二
十
二
万
四

千
円
。

条例の一部改正

高卒の初任給

　　　85，900円に

職員の給与に関する条例

　
主
な
改
正
点
は
、
本
給
を
平
均
五

・
二
三
％
引
き
上
げ
、
高
卒
の
初
任

給
は
三
千
九
百
円
上
っ
て
、
八
万
五

千
九
、
白
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
扶
養
手
当
の
配
偶
者
分
は

千
円
、
そ
れ
の
い
な
い
扶
養
親
族
一

人
分
だ
け
は
五
百
円
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

職員の長期出張は

日当のみ支給

職員の旅費に関する条例

　
出
張
し
た
職
員
に
こ
れ
ま
で
の
規

定
に
代
え
て
日
額
旅
費
（
千
四
百
円
）

の
み
を
支
給
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

こ
れ
は
、
職
員
が
長
期
に
わ
た
り
研

修
や
講
習
、
訓
練
、
測
量
な
ど
の
た

め
に
出
張
し
た
場
合
、
町
長
が
適
当

と
認
め
れ
ば
支
給
し
ま
す
。

管
理
方
法
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
施
設
は
使
用
料
を
徴
収
す
る

の
は
①
営
利
を
目
的
②
興
業
な
ど
の

催
し
を
す
る
場
合
に
限
っ
て
い
ま
す
。

　
料
金
は
半
日
二
千
円
、
一
日
三
千

円
、
夜
間
二
千
円
で
、
半
日
か
一
日

が
夜
間
に
延
び
た
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ

の
千
円
増
し
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
管
理
を
利
用
地
域
の
代
表

者
か
保
安
要
員
に
委
託
で
き
る
、
と

し
て
い
ま
す
。

他のぞ
。

「

浦
田
第
一
簡
水
で
金
額
と

　
工
期
を
変
更

　
　
　
　
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
浦
田
第
一
簡
易
水
道
建
設
工
事
で

請
負
金
額
が
三
百
十
七
万
一
千
円
減

っ
て
一
億
三
千
八
百
八
十
二
万
九
千

円
に
な
っ
た
ほ
か
、
工
期
を
百
八
十

七
日
間
と
し
て
六
日
間
短
縮
し
ま
し

た
。　

町
道
の
認
定
が
え

　
　
　
　
　
　
1
1
2
路
線

　
辰
の
口
松
之
山
線
ほ
か
十
一
線

が
町
・
県
道
の
改
良
に
よ
り
廃
止
・

認
定
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
認
定
ー
五
路
線
　
　
二
、
〇
七
二
m

　
廃
止
－
七
路
線
　
　
八
、
〇
五
八
m

　
　
財
産
の
取
得

　
湿
地
ド
ー
ザ
（
1
2
，
’
）
を
千
百
七

十
万
円
で
小
松
販
売
上
越
営
業
所
か

ら
購
入
し
ま
し
た
。

松
代
町
・
松
之
山
町
土
地
改

良
事
業
に
関
す
る
事
務
の
委

託
に
つ
い
て

　
松
代
町
が
行
っ
て
い
る
ホ
場
整
備

の
区
域
（
池
尻
附
近
・
地
主
は
松
代

町
の
人
）
に
松
之
山
町
地
が
あ
る
た

め
こ
れ
を
松
代
町
に
委
託
し
て
実
施

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
係
る
経
費
は
松
代
町
が
負

担
し
ま
す
。

　
町
営
土
地
改
良
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
－
松
里
地
域
で
1

　
五
十
七
年
度
か
ら
新
た
に
三
か
所

（
中
坪
・
松
里
第
一
・
二
）
で
実
施

す
る
予
定
で
す
。

▽
中
坪
地
区
　
1
3
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
松
里
第
　
地
区
　
用
水
路
二
、
六

四
三
メ
ー
ト
ル

▽
同
第
二
地
区
　
用
水
路
三
、
四
四

一
メ
ー
ト
ル
　
揚
水
機
一
か
所

　
と
も
に
四
年
間
で
完
成
の
予
定
で

す
。　

新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
南
蒲
原
郡
栄
村
を
「
栄
町
」
に
変

更
し
ま
し
た
。

　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
栄
村
を
「
栄
町
」
に
し
た
ほ
か
、

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
事
務
組
合
を

「
新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事
務

組
合
」
に
改
め
ま
し
た
。

　
新
潟
県
自
治
会
館
管
理
組
合

　
規
約
の
変
更
に
っ
い
て

　
栄
村
わ
．
．
弟
町
」
に
変
更
し
ま
し

た
。　

新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組
合

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
栄
村
を
「
栄
町
」
に
、
新
発
田
地

域
老
人
福
祉
事
務
組
合
を
「
新
発
田

地
域
老
人
福
祉
保
健
事
務
組
合
」
に

そ
れ
ぞ
れ
改
め
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情

○
森
林
組
合
育
成
強
化
対
策
の
拡
充

等
に
関
す
る
要
請
に
つ
い
て
↓
新

潟
県
森
林
組
合
大
会

　
　
　
　
　
　
◆

○
農
林
漁
業
資
金
を
借
入
れ
す
る
に

あ
た
り
、
債
務
保
証
を
町
に
お
願
い

、
た
。
隣
巴
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町議△

　五

算予正補

12
月
定
例
会
か

コ匝
借
入
金
、

　
第
五
回
め
の
補
正
予
算
で
、
百
二

十
八
万
四
千
円
を
追
加
し
て
、
合
計

二
十
二
億
八
千
八
百
九
十
三
万
五
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
町
債
（
借
入
金
）
が
町

道
舗
装
事
業
ほ
か
二
十
四
件
に
わ
た

り
予
定
額
に
増
減
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
合
計
が
　
　
　
五
十
万
円

　
ほ
か
に
地
方
交
付
税
が
五
百
万
円

増
え
た
の
に
対
し
、
国
県
支
出
金
が

合
わ
せ
て
四
百
四
十
四
万
二
千
円
減

り
ま
し
た
。

24
件
が
決
定

ら

　
歳
出
は
、
職
員
の
給
与
引
き
上
げ

に
よ
る
補
正
を
中
心
と
し
た
ほ
か
、

▽
こ
の
春
行
わ
れ
る
「
県
知
事
選
挙

投
・
開
票
」
の
準
備
費
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
＋
万
円

▽
5
6
豪
雪
に
よ
る
町
有
林
の
雪
起
し

な
ど
の
委
託
料
　
　
　
二
百
五
万
円

▽
林
道
中
原
大
厳
寺
線
測
量
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
二
百
六
十
三
万
円

▽
町
道
改
良
工
事
な
ど
の
た
め
に
過

不
足
を
生
じ
差
引
き

　
　
　
　
　
　
　
九
百
七
十
五
万
円

幽
高
額
嚢
費
の
好
評
に
泣
－

　
　
こ
れ
で
二
回
め
の
補
正
で
、
国
保

勘
定
が
百
五
十
七
万
二
千
円
、
松
之

山
診
療
所
勘
定
が
九
百
八
十
万
円

．
浦
田
診
療
所
勘
定
が
二
千
八
百
九
十

万
円
の
減
額
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
補
正

　
し
ま
し
た
。

図
　
　
〈
国
保
〉
　
国
庫
補
助
金
（
5
5
年

度
七
割
給
付
分
精
算
金
）
と
し
て

　
　
　
　
　
　
百
五
十
七
万
二
千
円

　
く
松
之
山
診
V
　
外
来
患
者
分
九

百
万
円
。
入
院
患
者
分
八
十
万
円
。

　
〈
浦
田
診
〉
　
外
来
患
者
分
△
千

三
百
九
十
万
円
。
繰
入
金
△
干
五
百

万
円
（
一
般
会
計
三
百
万
円
、
国
保

千
二
百
万
円
）

圏
　
〈
国
保
〉
　
職
員
の
給
与
を
引
き

ひろう

上
げ
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、
六
十

四
万
五
千
円
。
七
割
給
付
分
　
八
百

万
円
。
高
額
療
養
費
支
給
分
　
四
百

万
円
。
へ
き
地
配
布
薬
品
代
　
四
十

三
万
二
千
円
。
浦
田
診
療
所
勘
定
繰

出
金
減
△
千
一
一
百
万
円
。

　
〈
松
之
山
診
〉
　
職
員
の
給
与
を

引
き
上
げ
る
経
費
と
し
て
　
三
百
六

十
四
万
二
千
円
。
往
診
手
当
　
五
百

万
円
。
各
種
検
診
旅
費
不
足
。
百
二

十
万
円
．

　
〈
浦
田
診
〉
　
閉
鎖
に
伴
う
職
員

の
異
動
に
よ
る
減
　
△
二
干
四
百
九

十
万
円
。
薬
品
代
　
△
四
百
万
円
。

傷綱
56豪雪で

　　300万円の

援助を

　
こ
れ
で
三
回
め
の
補
正
で
、
二
千

七
十
六
万
四
千
円
を
減
額
し
て
、
総

額
二
億
二
百
七
十
五
万
七
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
〈
歳
人
〉
　
水
道
使
用
料
　
七
十

蜘
新
鶴
鍵
籔

条
｝

例

松
之
山
町
集
落
開
発
施
設
等
の

設
置
及
ぴ
管
理
に
関
す
る
条
例

　
こ
れ
ま
で
に
四
か
所
（
中
立
山
・
豊

田
・
兎
口
・
曽
根
）
に
建
設
し
た
「

集
会
所
」
の
管
理
を
す
る
た
め
の
条

例
で
す
。

　
こ
の
中
で
次
の
よ
う
な
使
用
の
目

的
に
よ
っ
て
は
使
用
料
を
い
た
だ
く

こ
と
も
決
め
て
あ
り
ま
す
。
①
営
利

②
個
人
の
た
め
の
使
用
③
興
業
な
ど

催
物
の
た
め
④
町
外
の
団
体
、
個
人

の
使
用
。

　
使
用
料
は
①
半
日
五
百
円
②
一
日

二
千
円
③
夜
間
千
五
百
円
で
、
入
場

料
を
徴
収
す
る
興
業
の
場
合
は
①
～

③
の
二
倍
額
。
冬
季
間
は
①
～
③
の

三
〇
％
増
し
の
料
金
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
管
理
の
全
部
か
一
部
を
利

用
地
域
の
代
表
者
に
委
託
で
き
る
こ

と
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
町
冬
期
孤
立
集
落
機
能

　
維
持
管
理
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

　
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
大
荒
戸
に
建
設
し
た
集
会
施
設
の

3】”””i”””1”lll”“1”1””1””1”1””ll”II”1”“”lllll”ll”li”””llll“1”lllII”“II””lllllIll””ml”1”1”“川II“1“1”lllll“1““mllliI広報まつのやま　Nα73

万
三
千
円
。
国
庫
補
助
金
（
工
事
費

減
）
△
千
二
十
六
万
七
千
円
。
　
一
般

会
計
繰
入
金
（
5
6
豪
雪
災
害
復
旧
）

三
百
万
円
。

万
円
。

　
〈
歳
出
〉

町
債
減
　
千
四
百
二
十

漏
水
修
理
代
八
＋

万
円
。
簡
易
水
道
建
設
費
（
工
事
請

負
費
減
）
△
二
千
二
百
二
十
二
万
四

千
円
。

条例の一部改正

高卒の初任給

　　　85，900円に

職員の給与に関する条例

　
主
な
改
正
点
は
、
本
給
を
平
均
五

・
二
三
％
引
き
上
げ
、
高
卒
の
初
任

給
は
三
千
九
百
円
上
っ
て
、
八
万
五

千
九
、
白
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
扶
養
手
当
の
配
偶
者
分
は

千
円
、
そ
れ
の
い
な
い
扶
養
親
族
一

人
分
だ
け
は
五
百
円
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

職員の長期出張は

日当のみ支給

職員の旅費に関する条例

　
出
張
し
た
職
員
に
こ
れ
ま
で
の
規

定
に
代
え
て
日
額
旅
費
（
千
四
百
円
）

の
み
を
支
給
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

こ
れ
は
、
職
員
が
長
期
に
わ
た
り
研

修
や
講
習
、
訓
練
、
測
量
な
ど
の
た

め
に
出
張
し
た
場
合
、
町
長
が
適
当

と
認
め
れ
ば
支
給
し
ま
す
。

管
理
方
法
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
施
設
は
使
用
料
を
徴
収
す
る

の
は
①
営
利
を
目
的
②
興
業
な
ど
の

催
し
を
す
る
場
合
に
限
っ
て
い
ま
す
。

　
料
金
は
半
日
二
千
円
、
一
日
三
千

円
、
夜
間
二
千
円
で
、
半
日
か
一
日

が
夜
間
に
延
び
た
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ

の
千
円
増
し
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
管
理
を
利
用
地
域
の
代
表

者
か
保
安
要
員
に
委
託
で
き
る
、
と

し
て
い
ま
す
。

他のぞ
。

「

浦
田
第
一
簡
水
で
金
額
と

　
工
期
を
変
更

　
　
　
　
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
浦
田
第
一
簡
易
水
道
建
設
工
事
で

請
負
金
額
が
三
百
十
七
万
一
千
円
減

っ
て
一
億
三
千
八
百
八
十
二
万
九
千

円
に
な
っ
た
ほ
か
、
工
期
を
百
八
十

七
日
間
と
し
て
六
日
間
短
縮
し
ま
し

た
。　

町
道
の
認
定
が
え

　
　
　
　
　
　
1
1
2
路
線

　
辰
の
口
松
之
山
線
ほ
か
十
一
線

が
町
・
県
道
の
改
良
に
よ
り
廃
止
・

認
定
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
認
定
ー
五
路
線
　
　
二
、
〇
七
二
m

　
廃
止
－
七
路
線
　
　
八
、
〇
五
八
m

　
　
財
産
の
取
得

　
湿
地
ド
ー
ザ
（
1
2
，
’
）
を
千
百
七

十
万
円
で
小
松
販
売
上
越
営
業
所
か

ら
購
入
し
ま
し
た
。

松
代
町
・
松
之
山
町
土
地
改

良
事
業
に
関
す
る
事
務
の
委

託
に
つ
い
て

　
松
代
町
が
行
っ
て
い
る
ホ
場
整
備

の
区
域
（
池
尻
附
近
・
地
主
は
松
代

町
の
人
）
に
松
之
山
町
地
が
あ
る
た

め
こ
れ
を
松
代
町
に
委
託
し
て
実
施

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
係
る
経
費
は
松
代
町
が
負

担
し
ま
す
。

　
町
営
土
地
改
良
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
－
松
里
地
域
で
1

　
五
十
七
年
度
か
ら
新
た
に
三
か
所

（
中
坪
・
松
里
第
一
・
二
）
で
実
施

す
る
予
定
で
す
。

▽
中
坪
地
区
　
1
3
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
松
里
第
　
地
区
　
用
水
路
二
、
六

四
三
メ
ー
ト
ル

▽
同
第
二
地
区
　
用
水
路
三
、
四
四

一
メ
ー
ト
ル
　
揚
水
機
一
か
所

　
と
も
に
四
年
間
で
完
成
の
予
定
で

す
。　

新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
南
蒲
原
郡
栄
村
を
「
栄
町
」
に
変

更
し
ま
し
た
。

　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
栄
村
を
「
栄
町
」
に
し
た
ほ
か
、

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
事
務
組
合
を

「
新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事
務

組
合
」
に
改
め
ま
し
た
。

　
新
潟
県
自
治
会
館
管
理
組
合

　
規
約
の
変
更
に
っ
い
て

　
栄
村
わ
．
．
弟
町
」
に
変
更
し
ま
し

た
。　

新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組
合

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
栄
村
を
「
栄
町
」
に
、
新
発
田
地

域
老
人
福
祉
事
務
組
合
を
「
新
発
田

地
域
老
人
福
祉
保
健
事
務
組
合
」
に

そ
れ
ぞ
れ
改
め
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情

○
森
林
組
合
育
成
強
化
対
策
の
拡
充

等
に
関
す
る
要
請
に
つ
い
て
↓
新

潟
県
森
林
組
合
大
会

　
　
　
　
　
　
◆

○
農
林
漁
業
資
金
を
借
入
れ
す
る
に

あ
た
り
、
債
務
保
証
を
町
に
お
願
い

、
た
。
隣
巴
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役
場
職
員
は
胸
に
名
札
を

佐
藤
　
利
幸
議
員

質
問
　
町
職
員
の
冬
季
時
間
は
、
除

雪
体
制
が
不
備
だ
っ
た
こ
ろ
な
ら
ま

だ
し
も
、
現
在
の
松
之
山
で
は
正
常

に
で
き
な
い
か
。
試
行
と
は
言
え
「
四

週
五
休
制
」
も
実
施
し
た
こ
と
だ
し

　
　
：
。
保
育
所
な
ど
は
問
題
も
残

ろ
う
が
、
改
め
る
気
は
な
い
か
。

答
弁
　
私
は
就
任
以
来
、
こ
の
問
題

解
決
に
努
め
て
き
た
。
以
前
は
、
十

二
月
か
ら
三
月
一
杯
、
変
則
的
な
勤

務
時
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
十
日
縮

め
、
二
週
間
短
縮
し
て
今
日
ま
で
き

た
。
お
説
の
よ
う
に
四
週
五
休
を
実

施
し
た
今
、
何
と
か
正
常
に
戻
し
た

い
。
ド
カ
雪
の
よ
う
な
場
合
は
特
別

に
考
慮
す
る
こ
と
を
前
提
に
職
員
組

合
の
代
表
と
話
を
煮
詰
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
労
使
間
の
信
頼
関
係
は

絶
対
必
要
で
あ
る
。
も
し
廃
止
に
前

向
き
な
理
解
を
し
て
く
れ
た
ら
、
凍

結
に
な
っ
て
い
る
期
末
手
当
の
べ
ー

ス
ア
ッ
プ
の
は
ね
返
り
分
を
解
除
す

る
と
伝
え
て
あ
る
の
で
、
私
と
し
て

は
来
年
か
ら
正
常
に
戻
せ
る
と
期
待

し
て
い
る
。

質
問
　
役
場
職
員
と
し
て
の
、
自
覚

と
責
任
あ
る
行
動
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
と
、
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
名
札
を
胸
に
着
用
し
て
も
ら
え
な

い
か
。
氏
名
が
無
理
な
ら
課
名
と
姓

ぐ
ら
い
な
ら
ど
う
か
。
町
民
か
ら
の

要
望
も
か
な
り
強
い
の
で
、
見
解
を

た
だ
し
た
い
。

答
弁
　
確
か
に
他
町
村
で
は
着
用
し

て
い
る
所
が
あ
る
し
、
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
。
若
い
職
員
が
多
く
な
っ

た
今
日
、
私
も
町
民
の
方
か
ら
そ
の

要
望
を
じ
か
に
聞
い
て
も
い
る
の
で

四
月
か
ら
実
施
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
米
づ
く
り
は
　
味
で
勝
負
だ

竹
内
平
八
郎
議
員

質
問
　
浦
田
の
婦
人
会
と
の
話
合
い

で
、
浦
田
診
療
所
に
週
一
回
の
出
張

診
療
を
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う

声
が
多
か
っ
た
。
こ
と
し
は
無
理
と

し
て
も
、
来
年
か
ら
是
非
お
願
い
し

た
い
。
折
角
の
設
備
を
眠
ら
せ
て
お

く
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
も
あ

る
。
バ
ス
に
酔
っ
て
、
松
之
山
ま
で

こ
れ
な
い
と
い
う
老
人
も
い
る
。

答
弁
　
こ
の
こ
と
を
先
生
に
直
接
聞

い
て
み
た
。
先
生
は
「
私
は
浦
田
の

人
を
充
分
診
て
い
る
。
世
間
が
言
う

無
医
地
区
で
な
い
と
思
う
」
と
話
し

た
。
東
川
を
や
め
て
浦
田
に
行
く
、

と
な
れ
ば
問
題
が
残
る
。
出
張
診
療

日
が
多
く
な
る
と
、
中
央
診
療
所
の

意
義
が
薄
れ
る
。
地
域
の
方
も
先
生

と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
．

質
問
　
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
手
の

か
か
ら
な
い
省
力
型
農
業
を
目
ざ
す

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
ホ
場
整
備

が
急
務
で
あ
る
。
国
の
行
政
改
革
が

ら
み
で
予
算
が
削
ら
れ
、
事
業
の
進

渉
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
何
か

良
い
方
法
が
な
い
か
、
松
之
山
の
農

業
に
明
る
い
灯
を
と
も
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
弁
　
は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
、
松

之
山
の
農
業
は
明
る
い
と
思
え
な
い

し
か
し
、
よ
そ
の
米
倉
庫
は
一
杯
に

な
っ
て
い
る
中
で
、
松
之
山
の
米
は

味
が
よ
い
せ
い
か
、
倉
庫
に
と
ど
ま

ら
ず
、
す
ぐ
運
ば
れ
て
い
く
。
こ
れ

は
消
費
者
に
好
評
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
米
価
も
政
治
米
価
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
農
業
者
が
力
を
発
揮
し

て
い
け
ば
、
今
の
よ
う
に
い
つ
ま
で

も
据
置
き
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思

う
。　

ミ
ニ
（
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
）

の
予
算
は
、
県
が
国
に
要
望
し
た

額
は
四
千
八
百
万
円
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
ミ
ニ
が
全
国
的
に
好
評
な
た

め
と
聞
い
て
い
る
。
ご
要
望
ど
お
り

進
ま
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
し

ず
つ
増
額
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

弱
者
へ
の
除
雪
費
補
助
は
部
落
の
こ
と
も
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
関
谷
　
勲
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
百
六
十
樗
あ
っ
て

質
問
　
昨
年
の
豪
雪
で
町
は
老
人
家

庭
や
母
子
家
庭
に
除
雪
費
を
補
助
し

た
。
こ
の
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
な
ん
だ
が
、
部
落
の
中
で
は
そ

れ
ら
の
家
庭
よ
り
ま
だ
気
の
毒
で
、

困
る
家
庭
が
ほ
か
に
も
多
く
あ
る
と

思
う
。

　
今
後
、
対
象
家
庭
を
把
あ
く
す
る

と
き
は
、
部
落
の
実
情
を
充
分
考
慮

し
た
上
で
調
査
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
な
お
、
町
が
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
た
場
合
は
、
議
員
に
も
連
絡
し

て
も
ら
え
な
い
か
。
人
か
ら
い
ろ
い

ろ
聞
か
れ
て
も
分
ら
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
：
・
：
・
。

答
弁
　
積
雪
は
、
昨
年
の
今
日
現
在

共
同
浴
場
の
建
て
か
え
は

　
　
　
　
　
高
橋
　
英
一
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
、
庁
舎
は
明
日

力
ら
雪
お
ろ
し
を
始
め
て
い
る
。

　
老
人
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
他
人
の

除
雪
を
請
負
っ
て
い
る
人
も
あ
る
。

　
町
民
税
の
均
等
割
以
下
の
世
帯
の

中
か
ら
老
人
や
母
子
家
庭
な
ど
の
弱

者
世
帯
を
拾
い
出
し
て
、
区
長
さ
ん

に
実
態
を
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
毎
年
こ
の
作
業
を
行
い
、
実
情
に

合
う
よ
う
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　
区
長
さ
ん
に
は
町
の
嘱
託
員
に
な

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
お
互

い
の
情
報
交
換
は
し
て
い
る
が
、
議

会
の
み
な
さ
ん
と
ど
の
よ
う
な
情
報

を
交
換
し
た
ら
よ
い
の
か
、
今
後
の

検
討
課
題
に
し
た
い
。

い
つ
ご
ろ
か

質
問
　
町
長
は
過
疎
に
な
る
原
因
の

｝
つ
に
豪
雪
地
を
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
の
地
に
住
み
、
雪
を
克
服
す
る
に

は
国
の
災
害
救
助
法
や
県
条
例
へ
の

該
当
、
そ
れ
に
町
独
自
の
対
策
が
急

務
だ
と
思
う
。

　
今
の
災
害
救
助
法
の
中
に
「
私
力

で
障
害
物
の
除
去
が
で
き
な
い
者
」

と
は
ど
ん
な
人
を
指
す
の
か
。

　
ま
た
、
町
道
の
無
雪
化
は
、
県
の

除
雪
計
画
と
併
せ
、
各
地
区
の
中
心

地
ま
で
早
期
に
実
現
さ
せ
た
い
、
と

町
総
合
計
画
の
中
で
う
た
わ
れ
て
い

る
が
そ
の
可
能
性
は
い
か
が
か
。

答
弁
　
み
な
さ
ん
が
一
番
困
っ
て
い

る
の
は
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
で
な
い

か
と
思
う
。
労
力
を
使
わ
な
い
で
、
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そ
の
ま
ま
屋
根
で
融
雪
さ
せ
る
方
法

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
が

い
ず
れ
も
決
定
的
な
解
決
策
は
な
い

よ
う
だ
。
し
か
し
、
み
な
さ
ん
の
智

恵
で
、
そ
れ
ら
の
工
事
が
さ
れ
る
な

ら
町
と
し
て
も
援
助
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
ク
ズ
屋
根

を
ト
タ
ン
ぶ
き
に
す
る
工
事
費
の
補

助
制
度
は
概
ね
目
的
を
達
し
た
よ
う

だ
。　

来
冬
の
道
路
除
雪
は
、
県
関
係
が

中
立
山
、
赤
倉
の
三
叉
路
ま
で
と
天

水
島
地
内
で
あ
る
。
町
は
、
火
葬
場

ま
で
と
、
黒
倉
、
新
田
、
大
荒
戸
、

東
川
方
面
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ
り
、
計

画
で
あ
る
。
除
雪
を
効
率
よ
く
行
う

に
は
、
機
械
は
じ
め
人
員
な
ど
多
く

の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
除
雪
時
間
に
差
が
あ
っ
て

も
よ
い
、
と
い
う
・
、
一
と
で
あ
れ
ば
、

黒
倉
か
ら
新
田
に
入
る
、
国
道
が
終

っ
て
か
ら
大
荒
戸
に
入
る
な
ど
の
方
・

法
は
あ
る
。
地
域
の
方
が
そ
れ
で
も

良
け
れ
ば
、
間
題
の
一
つ
は
解
決
す

る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

質
間
　
湯
本
の
共
同
浴
場
は
、
憩
い

の
場
と
し
て
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
町

外
の
人
に
も
多
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
計
画
に
よ
れ
ば
、
来
年
こ
れ
を
改

築
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど

う
か
。
地
元
温
泉
組
合
と
の
話
は
ど

う
な
．
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
地
元
の
要
望
は
、
こ
れ
を
延

ば
し
て
も
、
診
療
所
の
軒
高
が
低
く

て
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
じ
め
除
雪
に

大
変
苦
労
す
る
の
で
、
診
療
所
の
改

築
を
早
く
行
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
共
同
浴
場
は
そ

の
後
に
改
築
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
う
。

駐
車
場
の
整
備
で
中
央
商
店
街
に
潤
い
を

　
　
　
　
　
　
　
田
辺
　
尚
二
．
議
員

質
間
　
松
之
山
に
あ
っ
た
高
校
の
旧

寄
宿
舎
の
跡
地
を
駐
車
場
に
で
き
な

い
か
。
町
の
中
央
に
駐
車
場
が
あ
れ

ば
、
商
店
街
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

た
め
に
も
な
る
だ
ろ
う
し
、
有
効
な

使
い
途
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
積
極

的
に
取
り
く
む
考
え
が
あ
る
か
、
ど

う
か
伺
い
た
い
。

答
弁
　
こ
の
跡
地
利
用
は
、
前
に
申

し
上
げ
た
と
お
り
駐
車
場
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
入
り
口

が
狭
い
の
で
、
冬
場
が
困
る
の
で
な

か
ろ
う
か
。
折
角
造
成
し
て
も
、
冬

使
用
で
き
な
い
な
ら
効
果
は
半
減
し

て
し
ま
う
の
で
、
住
宅
の
方
か
ら
入

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
、
と
考
え
て

い
る
。

質
間
　
建
設
業
の
退
職
金
制
度
は
、

兼
業
農
家
で
な
け
れ
ば
暮
し
て
い
け

な
い
松
之
山
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

価
値
の
あ
る
、
利
用
し
易
い
制
度
だ

と
思
う
。
そ
れ
が
、
私
が
調
査
し
た

ら
町
内
で
五
分
の
一
ぐ
ら
い
の
人
し

か
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
折
角
の
制
度
な
の
で
、
も
っ
と
多

く
の
人
が
加
入
で
き
る
よ
う
町
で
も

な
ん
ら
か
の
方
法
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

答
弁
　
出
稼
ぎ
に
行
く
人
は
、
ほ
と

ん
ど
加
入
し
て
い
る
と
思
う
。
町
内

で
そ
れ
く
ら
い
の
加
入
率
だ
と
す
れ

ば
、
調
査
し
て
P
R
を
し
て
い
き
た
い
。

ご存知ですか

日183円の掛金で1
あなたにも退職金が・

一建設業退職金共済制度一

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
（
土
木

・
建
築
）
で
働
く
人
た
ち
の
た
め
に

法
律
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
制
度
で

す
。　

現
場
で
働
く
人
が
、
全
国
ど
こ
の

現
場
で
、
い
つ
働
い
て
も
、
働
い
た

日
数
分
の
掛
金
が
全
部
通
算
さ
れ
、

建
設
業
で
働
か
な
く
な
っ
た
と
き
に

退
職
金
が
も
ら
え
ま
す
。

掛
金
の
納
め
方

　
事
業
主
は
共
済
組
合
と
契
約
を
結

ん
で
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
よ

り
の
金
融
機
関
で
共
済
証
紙
を
買
い
、

働
い
た
日
数
分
の
証
紙
を
共
済
手
帳

に
は
り
つ
け
、
消
印
を
す
れ
ば
、
納

め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
掛
金
は
一
日
百
八
十
三
円
で
、
一

日
券
と
十
日
券
が
発
売
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　
退
職
金
を
も
ら
う
に
は

　
こ
の
制
度
は
業
界
ぐ
る
み
の
退
職

金
制
度
な
の
で
、
働
く
人
が
一
っ
の

事
業
所
を
辞
め
る
ご
と
に
支
払
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
共
済
手
帳
に
は
り

終
っ
た
共
済
証
紙
が
二
十
四
か
月
（
二

＋
一
日
分
で
一
か
月
）
分
以
上
に
な

っ
た
人
が
、
次
の
理
由
で
働
か
な
く

な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
死
亡
し
た
と
き
は
十
二

か
月
（
一
か
月
を
二
十
一
日
分
で
計

算
）
分
以
上
あ
れ
ば
、
退
職
金
が
も

ら
え
ま
す
。

①
自
分
で
独
立
し
て
仕
事
を
始
め
た

り
、
無
職
に
な
っ
て
、
建
設
関
係
で

働
か
な
く
な
っ
た
と
き
。

②
建
設
関
係
以
外
の
事
業
所
に
雇
わ

れ
た
と
き
。

③
建
設
関
係
の
事
業
所
の
社
員
や
職

員
に
な
っ
た
と
き
。

④
ケ
ガ
や
病
気
で
建
設
関
係
の
仕
事

が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

⑤
本
人
が
死
亡
し
た
と
き
。

⑥
五
十
五
歳
に
な
っ
て
、
仕
事
を
辞

め
た
と
き
。

　
な
お
、
退
職
金
の
請
求
は
、
本
人

が
共
済
組
合
の
支
部
に
直
接
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
も
ら
え
る
退
職
金
は
、
証
紙
を
は

っ
た
月
数
が
多
い
ほ
ど
金
額
も
多
く

な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
年
分
で
九
万
七
百
二
十
円
、
三

年
で
十
三
万
八
千
三
百
五
十
円
、
五

年
で
二
十
五
万
八
千
二
百
五
十
六
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
額

百
八
＋
三
円
で
掛
け
は
じ
め
、
一
か

月
を
二
十
一
日
と
し
て
計
算
し
た
も

の
で
す
。
百
八
十
三
円
に
な
る
前
か

ら
掛
け
て
い
た
人
は
、
別
に
計
算
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
主
が
払
う
掛
金
は
、

法
人
の
場
合
は
損
金
に
、
個
人
の
場

合
は
必
要
経
費
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
全

額
が
免
税
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
商
工
会
へ
（
台
2
1

7
4
）
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ー
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役
場
職
員
は
胸
に
名
札
を

佐
藤
　
利
幸
議
員

質
問
　
町
職
員
の
冬
季
時
間
は
、
除

雪
体
制
が
不
備
だ
っ
た
こ
ろ
な
ら
ま

だ
し
も
、
現
在
の
松
之
山
で
は
正
常

に
で
き
な
い
か
。
試
行
と
は
言
え
「
四

週
五
休
制
」
も
実
施
し
た
こ
と
だ
し

　
　
：
。
保
育
所
な
ど
は
問
題
も
残

ろ
う
が
、
改
め
る
気
は
な
い
か
。

答
弁
　
私
は
就
任
以
来
、
こ
の
問
題

解
決
に
努
め
て
き
た
。
以
前
は
、
十

二
月
か
ら
三
月
一
杯
、
変
則
的
な
勤

務
時
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
十
日
縮

め
、
二
週
間
短
縮
し
て
今
日
ま
で
き

た
。
お
説
の
よ
う
に
四
週
五
休
を
実

施
し
た
今
、
何
と
か
正
常
に
戻
し
た

い
。
ド
カ
雪
の
よ
う
な
場
合
は
特
別

に
考
慮
す
る
こ
と
を
前
提
に
職
員
組

合
の
代
表
と
話
を
煮
詰
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
労
使
間
の
信
頼
関
係
は

絶
対
必
要
で
あ
る
。
も
し
廃
止
に
前

向
き
な
理
解
を
し
て
く
れ
た
ら
、
凍

結
に
な
っ
て
い
る
期
末
手
当
の
べ
ー

ス
ア
ッ
プ
の
は
ね
返
り
分
を
解
除
す

る
と
伝
え
て
あ
る
の
で
、
私
と
し
て

は
来
年
か
ら
正
常
に
戻
せ
る
と
期
待

し
て
い
る
。

質
問
　
役
場
職
員
と
し
て
の
、
自
覚

と
責
任
あ
る
行
動
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
と
、
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
名
札
を
胸
に
着
用
し
て
も
ら
え
な

い
か
。
氏
名
が
無
理
な
ら
課
名
と
姓

ぐ
ら
い
な
ら
ど
う
か
。
町
民
か
ら
の

要
望
も
か
な
り
強
い
の
で
、
見
解
を

た
だ
し
た
い
。

答
弁
　
確
か
に
他
町
村
で
は
着
用
し

て
い
る
所
が
あ
る
し
、
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
。
若
い
職
員
が
多
く
な
っ

た
今
日
、
私
も
町
民
の
方
か
ら
そ
の

要
望
を
じ
か
に
聞
い
て
も
い
る
の
で

四
月
か
ら
実
施
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
米
づ
く
り
は
　
味
で
勝
負
だ

竹
内
平
八
郎
議
員

質
問
　
浦
田
の
婦
人
会
と
の
話
合
い

で
、
浦
田
診
療
所
に
週
一
回
の
出
張

診
療
を
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う

声
が
多
か
っ
た
。
こ
と
し
は
無
理
と

し
て
も
、
来
年
か
ら
是
非
お
願
い
し

た
い
。
折
角
の
設
備
を
眠
ら
せ
て
お

く
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
も
あ

る
。
バ
ス
に
酔
っ
て
、
松
之
山
ま
で

こ
れ
な
い
と
い
う
老
人
も
い
る
。

答
弁
　
こ
の
こ
と
を
先
生
に
直
接
聞

い
て
み
た
。
先
生
は
「
私
は
浦
田
の

人
を
充
分
診
て
い
る
。
世
間
が
言
う

無
医
地
区
で
な
い
と
思
う
」
と
話
し

た
。
東
川
を
や
め
て
浦
田
に
行
く
、

と
な
れ
ば
問
題
が
残
る
。
出
張
診
療

日
が
多
く
な
る
と
、
中
央
診
療
所
の

意
義
が
薄
れ
る
。
地
域
の
方
も
先
生

と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
．

質
問
　
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
手
の

か
か
ら
な
い
省
力
型
農
業
を
目
ざ
す

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
ホ
場
整
備

が
急
務
で
あ
る
。
国
の
行
政
改
革
が

ら
み
で
予
算
が
削
ら
れ
、
事
業
の
進

渉
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
何
か

良
い
方
法
が
な
い
か
、
松
之
山
の
農

業
に
明
る
い
灯
を
と
も
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
弁
　
は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
、
松

之
山
の
農
業
は
明
る
い
と
思
え
な
い

し
か
し
、
よ
そ
の
米
倉
庫
は
一
杯
に

な
っ
て
い
る
中
で
、
松
之
山
の
米
は

味
が
よ
い
せ
い
か
、
倉
庫
に
と
ど
ま

ら
ず
、
す
ぐ
運
ば
れ
て
い
く
。
こ
れ

は
消
費
者
に
好
評
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
米
価
も
政
治
米
価
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
農
業
者
が
力
を
発
揮
し

て
い
け
ば
、
今
の
よ
う
に
い
つ
ま
で

も
据
置
き
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思

う
。　

ミ
ニ
（
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
）

の
予
算
は
、
県
が
国
に
要
望
し
た

額
は
四
千
八
百
万
円
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
ミ
ニ
が
全
国
的
に
好
評
な
た

め
と
聞
い
て
い
る
。
ご
要
望
ど
お
り

進
ま
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
し

ず
つ
増
額
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

弱
者
へ
の
除
雪
費
補
助
は
部
落
の
こ
と
も
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
関
谷
　
勲
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
百
六
十
樗
あ
っ
て

質
問
　
昨
年
の
豪
雪
で
町
は
老
人
家

庭
や
母
子
家
庭
に
除
雪
費
を
補
助
し

た
。
こ
の
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
な
ん
だ
が
、
部
落
の
中
で
は
そ

れ
ら
の
家
庭
よ
り
ま
だ
気
の
毒
で
、

困
る
家
庭
が
ほ
か
に
も
多
く
あ
る
と

思
う
。

　
今
後
、
対
象
家
庭
を
把
あ
く
す
る

と
き
は
、
部
落
の
実
情
を
充
分
考
慮

し
た
上
で
調
査
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
な
お
、
町
が
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
た
場
合
は
、
議
員
に
も
連
絡
し

て
も
ら
え
な
い
か
。
人
か
ら
い
ろ
い

ろ
聞
か
れ
て
も
分
ら
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
：
・
：
・
。

答
弁
　
積
雪
は
、
昨
年
の
今
日
現
在

共
同
浴
場
の
建
て
か
え
は

　
　
　
　
　
高
橋
　
英
一
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
、
庁
舎
は
明
日

力
ら
雪
お
ろ
し
を
始
め
て
い
る
。

　
老
人
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
他
人
の

除
雪
を
請
負
っ
て
い
る
人
も
あ
る
。

　
町
民
税
の
均
等
割
以
下
の
世
帯
の

中
か
ら
老
人
や
母
子
家
庭
な
ど
の
弱

者
世
帯
を
拾
い
出
し
て
、
区
長
さ
ん

に
実
態
を
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
毎
年
こ
の
作
業
を
行
い
、
実
情
に

合
う
よ
う
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　
区
長
さ
ん
に
は
町
の
嘱
託
員
に
な

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
お
互

い
の
情
報
交
換
は
し
て
い
る
が
、
議

会
の
み
な
さ
ん
と
ど
の
よ
う
な
情
報

を
交
換
し
た
ら
よ
い
の
か
、
今
後
の

検
討
課
題
に
し
た
い
。

い
つ
ご
ろ
か

質
問
　
町
長
は
過
疎
に
な
る
原
因
の

｝
つ
に
豪
雪
地
を
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
の
地
に
住
み
、
雪
を
克
服
す
る
に

は
国
の
災
害
救
助
法
や
県
条
例
へ
の

該
当
、
そ
れ
に
町
独
自
の
対
策
が
急

務
だ
と
思
う
。

　
今
の
災
害
救
助
法
の
中
に
「
私
力

で
障
害
物
の
除
去
が
で
き
な
い
者
」

と
は
ど
ん
な
人
を
指
す
の
か
。

　
ま
た
、
町
道
の
無
雪
化
は
、
県
の

除
雪
計
画
と
併
せ
、
各
地
区
の
中
心

地
ま
で
早
期
に
実
現
さ
せ
た
い
、
と

町
総
合
計
画
の
中
で
う
た
わ
れ
て
い

る
が
そ
の
可
能
性
は
い
か
が
か
。

答
弁
　
み
な
さ
ん
が
一
番
困
っ
て
い

る
の
は
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
で
な
い

か
と
思
う
。
労
力
を
使
わ
な
い
で
、
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そ
の
ま
ま
屋
根
で
融
雪
さ
せ
る
方
法

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
が

い
ず
れ
も
決
定
的
な
解
決
策
は
な
い

よ
う
だ
。
し
か
し
、
み
な
さ
ん
の
智

恵
で
、
そ
れ
ら
の
工
事
が
さ
れ
る
な

ら
町
と
し
て
も
援
助
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
ク
ズ
屋
根

を
ト
タ
ン
ぶ
き
に
す
る
工
事
費
の
補

助
制
度
は
概
ね
目
的
を
達
し
た
よ
う

だ
。　

来
冬
の
道
路
除
雪
は
、
県
関
係
が

中
立
山
、
赤
倉
の
三
叉
路
ま
で
と
天

水
島
地
内
で
あ
る
。
町
は
、
火
葬
場

ま
で
と
、
黒
倉
、
新
田
、
大
荒
戸
、

東
川
方
面
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ
り
、
計

画
で
あ
る
。
除
雪
を
効
率
よ
く
行
う

に
は
、
機
械
は
じ
め
人
員
な
ど
多
く

の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
除
雪
時
間
に
差
が
あ
っ
て

も
よ
い
、
と
い
う
・
、
一
と
で
あ
れ
ば
、

黒
倉
か
ら
新
田
に
入
る
、
国
道
が
終

っ
て
か
ら
大
荒
戸
に
入
る
な
ど
の
方
・

法
は
あ
る
。
地
域
の
方
が
そ
れ
で
も

良
け
れ
ば
、
間
題
の
一
つ
は
解
決
す

る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

質
間
　
湯
本
の
共
同
浴
場
は
、
憩
い

の
場
と
し
て
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
町

外
の
人
に
も
多
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
計
画
に
よ
れ
ば
、
来
年
こ
れ
を
改

築
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど

う
か
。
地
元
温
泉
組
合
と
の
話
は
ど

う
な
．
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
地
元
の
要
望
は
、
こ
れ
を
延

ば
し
て
も
、
診
療
所
の
軒
高
が
低
く

て
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
じ
め
除
雪
に

大
変
苦
労
す
る
の
で
、
診
療
所
の
改

築
を
早
く
行
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
共
同
浴
場
は
そ

の
後
に
改
築
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
う
。

駐
車
場
の
整
備
で
中
央
商
店
街
に
潤
い
を

　
　
　
　
　
　
　
田
辺
　
尚
二
．
議
員

質
間
　
松
之
山
に
あ
っ
た
高
校
の
旧

寄
宿
舎
の
跡
地
を
駐
車
場
に
で
き
な

い
か
。
町
の
中
央
に
駐
車
場
が
あ
れ

ば
、
商
店
街
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

た
め
に
も
な
る
だ
ろ
う
し
、
有
効
な

使
い
途
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
積
極

的
に
取
り
く
む
考
え
が
あ
る
か
、
ど

う
か
伺
い
た
い
。

答
弁
　
こ
の
跡
地
利
用
は
、
前
に
申

し
上
げ
た
と
お
り
駐
車
場
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
入
り
口

が
狭
い
の
で
、
冬
場
が
困
る
の
で
な

か
ろ
う
か
。
折
角
造
成
し
て
も
、
冬

使
用
で
き
な
い
な
ら
効
果
は
半
減
し

て
し
ま
う
の
で
、
住
宅
の
方
か
ら
入

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
、
と
考
え
て

い
る
。

質
間
　
建
設
業
の
退
職
金
制
度
は
、

兼
業
農
家
で
な
け
れ
ば
暮
し
て
い
け

な
い
松
之
山
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

価
値
の
あ
る
、
利
用
し
易
い
制
度
だ

と
思
う
。
そ
れ
が
、
私
が
調
査
し
た

ら
町
内
で
五
分
の
一
ぐ
ら
い
の
人
し

か
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
折
角
の
制
度
な
の
で
、
も
っ
と
多

く
の
人
が
加
入
で
き
る
よ
う
町
で
も

な
ん
ら
か
の
方
法
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

答
弁
　
出
稼
ぎ
に
行
く
人
は
、
ほ
と

ん
ど
加
入
し
て
い
る
と
思
う
。
町
内

で
そ
れ
く
ら
い
の
加
入
率
だ
と
す
れ

ば
、
調
査
し
て
P
R
を
し
て
い
き
た
い
。

ご存知ですか

日183円の掛金で1
あなたにも退職金が・

一建設業退職金共済制度一

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
（
土
木

・
建
築
）
で
働
く
人
た
ち
の
た
め
に

法
律
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
制
度
で

す
。　

現
場
で
働
く
人
が
、
全
国
ど
こ
の

現
場
で
、
い
つ
働
い
て
も
、
働
い
た

日
数
分
の
掛
金
が
全
部
通
算
さ
れ
、

建
設
業
で
働
か
な
く
な
っ
た
と
き
に

退
職
金
が
も
ら
え
ま
す
。

掛
金
の
納
め
方

　
事
業
主
は
共
済
組
合
と
契
約
を
結

ん
で
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
よ

り
の
金
融
機
関
で
共
済
証
紙
を
買
い
、

働
い
た
日
数
分
の
証
紙
を
共
済
手
帳

に
は
り
つ
け
、
消
印
を
す
れ
ば
、
納

め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
掛
金
は
一
日
百
八
十
三
円
で
、
一

日
券
と
十
日
券
が
発
売
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　
退
職
金
を
も
ら
う
に
は

　
こ
の
制
度
は
業
界
ぐ
る
み
の
退
職

金
制
度
な
の
で
、
働
く
人
が
一
っ
の

事
業
所
を
辞
め
る
ご
と
に
支
払
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
共
済
手
帳
に
は
り

終
っ
た
共
済
証
紙
が
二
十
四
か
月
（
二

＋
一
日
分
で
一
か
月
）
分
以
上
に
な

っ
た
人
が
、
次
の
理
由
で
働
か
な
く

な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
死
亡
し
た
と
き
は
十
二

か
月
（
一
か
月
を
二
十
一
日
分
で
計

算
）
分
以
上
あ
れ
ば
、
退
職
金
が
も

ら
え
ま
す
。

①
自
分
で
独
立
し
て
仕
事
を
始
め
た

り
、
無
職
に
な
っ
て
、
建
設
関
係
で

働
か
な
く
な
っ
た
と
き
。

②
建
設
関
係
以
外
の
事
業
所
に
雇
わ

れ
た
と
き
。

③
建
設
関
係
の
事
業
所
の
社
員
や
職

員
に
な
っ
た
と
き
。

④
ケ
ガ
や
病
気
で
建
設
関
係
の
仕
事

が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

⑤
本
人
が
死
亡
し
た
と
き
。

⑥
五
十
五
歳
に
な
っ
て
、
仕
事
を
辞

め
た
と
き
。

　
な
お
、
退
職
金
の
請
求
は
、
本
人

が
共
済
組
合
の
支
部
に
直
接
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
も
ら
え
る
退
職
金
は
、
証
紙
を
は

っ
た
月
数
が
多
い
ほ
ど
金
額
も
多
く

な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
年
分
で
九
万
七
百
二
十
円
、
三

年
で
十
三
万
八
千
三
百
五
十
円
、
五

年
で
二
十
五
万
八
千
二
百
五
十
六
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
額

百
八
＋
三
円
で
掛
け
は
じ
め
、
一
か

月
を
二
十
一
日
と
し
て
計
算
し
た
も

の
で
す
。
百
八
十
三
円
に
な
る
前
か

ら
掛
け
て
い
た
人
は
、
別
に
計
算
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
主
が
払
う
掛
金
は
、

法
人
の
場
合
は
損
金
に
、
個
人
の
場

合
は
必
要
経
費
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
全

額
が
免
税
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
商
工
会
へ
（
台
2
1

7
4
）
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この社会あなたの税が生きている 知りましょう税のしくみと使いみち

●健康や生活を守るために

　私たちの健康や生活を守るために

支出されるのが社会保障費ですが、

これには社会保険、公的扶助、社会

福祉事業などがあります。

　社会保険は、病気やけがをしたと
きに安い費用で治療が受けられるよ

うにしたり、老後も安心して生活で
きるようにするための制度です。

　また、生活に困っている人を守っ
たり（公的扶助）、老人ホーム・保育

所・心身障害者などの施設の費用（社

会福祉）などに役立っています。

轄

●

供
盲●

●住宅や道路などの整備のために

　道路、港湾、空港、住宅、下水道、

ダムなどの公共施設を整えたり国土
を災害から守るためにも支出されま
す。

　これが、公共事業関係費と言われ
るものです。

範
　　

ぐ
》

亀

囲

歳出46兆7，88i億円

　　社会保障
　　　のために

　　　（18．9％）

公共事業

　のために　　　　　　　　8兆8，369億円
　（14．2％）
　　　　　　　　6兆6，554億円
地方財政　　　　　　　　　8兆7・666億円

　の援助に　　　　　　　　4兆7，420億円

（18．7％）　　　　　6兆6，542億円

　　　文教　　　眺1β30億円
　　科学振興
　のために　　国債の
　（の．1％）　償還の　　そ　の　他

　　　ために　　（23．9％）

　　　㎜艦調

昭和56年度

一般会計予算

　（当初）

その他8．4％

印紙収入4．3％

揮発油税4．7％

酒税5．7％

物品税4．3％

歳入46兆7，881億円
昭和56年度

32兆2，840億円

　100％

法人税32。1％ 所得税40．5％

租税・印紙収入の中身（構成比）

32兆2，840億円

12兆2，700｛意円

2兆2，341億円

金
）
　
％
　
2

債
・

　
2
6

公寄

●地方財政の援助のために

　地方公共団体は、消防・警察・社

会保障など私たちの生活に身近かな

仕事を受けもっています。

　ところが、地方公共団体はその規
模、立地条件、産業構造などの違い
により財政力も一様ではありません。

そこで国は、財政の乏しいところへ
は手厚く、豊かなところへは薄く財

政援助を行っています。
　これが地方交付税交付金などです。

、覧’，、’

入
較
鮒

紙
o

卵
礁

　
　
く

鰍

（4．8％）

●教育や科学の振興のために

ε

（…）

6　●

）　
●

●

　
う

国鉄・食管・医療費などの財政負担

国鉄110円区間で50円の赤字

　本当は160円かかる。

健保国民ひとりの年間医療費11万円のうち、

　3．3万円を財政負担。（総医療費べ一ス）

7．7万円

∂’θ∂∂∂

、　・

8万円・

　夕　ρ

食費茶わん1ぱい（50g）本当は22円、

　5円の財政負担があるから17円。

　　　讐
ロ円　　毒5麟
　　　a

l
N
の
N
l

江 戸 蒔 代 鎌倉時代・室町時代 ・弐化の改新以後 夫化の改新まで

〆
●

o

●●、

o

庸
、
調
は
、
小
物
成
や
課
役
に

変
わ
っ
て
い
っ
た
。

地
租
…
田
租
と
地
子
（
ぢ
し
）
が

あ
り
、
地
子
は
屋
敷
に
課
さ
れ

る
も
の
。

小
物
成
（
こ
も
の
な
り
）
：
・
山
林

な
ど
の
収
益
や
、
商
人
に
課
し

た
も
の
。

課
役
（
か
や
く
）
…
臨
時
の
支
出

に
あ
て
る
た
め
に
労
役
を
課
し

た
も
の
で
、
例
え
ば
夫
役
（
ぶ

や
く
）
な
ど
。

ヲ
っ
＾

庸
、
調
は
だ
ん
だ
ん
衰
微
し
田

租
が
中
心
と
な
っ
た
。

田
租
（
で
ん
そ
）
…
年
貢
と
も
い

ー
漁

ゲ
〆 一㌧一爾

●だ

『

大
化
の
改
新
で
租
、
庸
、
調
の

制
度
が
定
め
ら
れ
た
。

租
…
田
の
面
積
に
応
じ
て
米
を

納
め
る
。

庸
（
よ
う
）
…
労
力
の
提
供
だ
が

布
で
納
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

調
…
各
地
の
特
産
物
を
納
め
る
。

σ

代
表
的
な
租
税
は
次

も
の
が
あ
っ
た
。

役
（
え
だ
ち
）
…
労
力

田
租
（
た
ち
か
ら
）
…

納
。

調
（
み
つ
ぎ
）
…
穀
物

の
を
献
納
。

る

琴
　・。二♂も

，¢．一も◎へ

以
外
の
も

の
よ
う
な

を
提
供
。

穀
物
を
献

獄
本
驚
お
難
る

税
金
溺
歴
糞
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●健康や生活を守るために
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会保障など私たちの生活に身近かな

仕事を受けもっています。
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模、立地条件、産業構造などの違い
により財政力も一様ではありません。

そこで国は、財政の乏しいところへ
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町
●

県
民
税
の
申
告
は

3
月
1
5
日
ま
で

ゆ
㌧

‘

　
こ
と
し
も
町
・
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申
告
書
は
総
代
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

　書き

方
が
分
ら
な
い
と
い
う
方
に
は
、
三
丹
一
日
か
ら
十
目
ま
で

の
間
、
申
告
相
談
と
受
付
け
を
地
域
こ
と
に
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
人

　
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
現
在
、

松
之
山
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

五
＋
六
年
中
に

▼
商
業
、
農
業
、
土
木
建
築
、
大

工
左
官
な
ど
を
営
ん
で
所
得
の
あ

っ
た
人
。

▼
給
与
、
旦
雇
賃
金
、
各
種
年
金

な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人
。

▼
退
職
所
得
の
あ
っ
た
人
。

▼
土
地
、
建
物
、
山
林
な
ど
の
資

産
を
譲
渡
し
、
収
入
の
あ
っ
た
人
。

▼
そ
の
他
昨
年
中
に
収
入
の
あ
っ

た
人
。申

告
し
な
く
て
も
よ
い
人

▼
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
町
へ
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
、
事
業
税

の
申
告
を
さ
れ
た
人
。

持
参
す
る
も
の

　
所
得
税
の
青
色
申
告
制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
青
色
申
告
す
る
と
、
青
色
専
従
者
控
除
を
始
め
と
し
て
、

全
部
で
四
十
一
件
も
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
帳
簿
に
記
帳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
の
内

容
や
資
金
の
状
況
な
ど
が
よ
く
分
り
、
経
営
の
合
理
化
に

も
大
い
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
申
告
を
し
て
み
よ
う
ー
と
思
わ
れ
る
方
は
三

月
十
五
日
ま
で
に
税
務
署
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
記
帳
や
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
高
田
税
務
署
（
智
2
3
の
4

1
7
1
）
へ

▼
申
告
書
と
印
か
ん

▼
昨
年
中
の
収
入
、
経
費
な
ど
を
明

ら
か
に
で
き
る
明
細
書
及
び
帳
簿
類

▼
医
療
費
、
生
命
保
険
料
な
ど
の

支
払
い
を
さ
れ
た
人
は
、
そ
れ
ら

の
支
払
証
明
書
か
領
収
証
。

▼
そ
の
他
、
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類

た
し
か
め
よ
う

車
が
な
い
の
に
、

　
　
　
　
通
知
書
が

記帳は青で、経理は黒だ

一青色申告制度一

　
軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
所
有

に
係
る
「
軽
自
動
車
税
」
は
、
四
月

一
日
現
在
に
所
有
し
て
い
る
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
．

○
軽
自
動
車
が
な
い
の
に
、
納
税

通
知
書
が
き
た
。

○
バ
イ
ク
が
一
台
し
か
な
い
の
に
、

二
台
分
を
課
税
さ
れ
た
。
：
：
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
、
「
廃
車
申
告
」

を
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
の
出
来
ご

と
で
す
。

　
お
互
い
に
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、

あ
ま
り
感
じ
が
良
く
な
い
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
車
を
売
っ
た

り
、
下
取
り
に
出
し
た
り
、
ク
ズ
屋

に
払
下
げ
し
た
場
合
は
、
十
五
日

以
内
に
必
ず
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
解
決
い
た
し
ま
す
。

　
　
i
詳
し
く
は
税
務
係
へ
ー

　
　
　
あ
な
た
の
財
産

－
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
1

　
こ
れ
は
固
定
資
産
税
の
正
確
さ
を

求
め
る
た
め
に
あ
る
制
度
で
す
。

　
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

納
税
者
の
異
議
申
立
て
な
ど
の
機

会
を
与
え
広
く
公
開
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
例
年
で
す
と
、
三
月
一
日
か
ら
二

十
日
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
の
で

す
が
、
こ
と
し
は
都
合
で
少
し
遅

れ
る
見
込
み
で
す
。

▽
こ
覧
に
な
れ
る
人
は
：
：
固
定

資
産
の
所
有
者
、
納
税
管
理
人
、

委
任
状
を
持
参
し
た
人
な
ど

▽
縦
覧
場
所
：
：
役
場
・
税
務
係

▽
期
間
：
：
事
前
に
係
へ
ご
照
会

く
だ
さ
い
。

明治時代
o

大正時代代時和昭

明
治
6
年
…
地
租
改
正
が
行
わ

れ
、
全
国
的
に
金
納
と
な
っ
た
。

税
率
は
地
価
の
百
分
の
三
と
定

め
ら
れ
た
。

明
治
2
0
年
…
所
得
税
新
設
。

τ
、

冨■

む
ち免

地
租
中
心
、
間
接
税
中
心
か
ら
、

所
得
税
中
心
の
税
制
へ
と
移
行
。

昭
和
1
5
年
…
法
人
税
が
所
得
税

か
ら
独
立
。

昭
和
2
2
年
…
地
租
は
国
税
か
ら

地
万
税
へ
移
行
。

直
接
税
に
申
告
納
税
制
度
が
採

用
さ
れ
た
。
シ
ャ
ウ
フ
勧
告
に

よ
り
税
制
改
正
。

昭
和
37
年
…
間
接
税
に
も
申
告

納
税
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。
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町
の
た
め

借
保
・
郵
便
、
国
民
年
金
積
立
金
で
施
設
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
も
町
が
建
設
し
た
い
ろ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
な
施
設
に
、
簡
，
易
保
険
や
郵
便
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
積
立
金
、
そ
れ
に
国
民
年
金
積
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
の
力
を
借
り
ま
し
た
。
施
設
ご
と

月、オープ号第町

の
町
債
借
入
額
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
わ
た
し
た
ち
が
加
入

し
て
い
る
簡
易
保
険
を
は
じ
め
積
立

金
は
、
い
ろ
ん
な
施
設
を
整
備
す
る

財
源
と
し
て
、
大
変
重
要
で
あ
り
、

ま
た
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
資
金
は
わ
た
し

た
ち
の
生
活
、
福
祉
の
向
上
、
教
育
、

文
化
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

，
許
説

騰
瓶
一

噸

滅
曵
、

饗
”給水戸数90戸の浦田第1簡水配水池

朔
。
糧
藷

嫉る杣常設締所

　
積
立
金
還
元
融
資
の
借
入
額
（
三

月
借
入
予
定
額
）

▼
三
省
小
・
プ
ー
ル
闘
簡
易
保
険

郵
便
年
金
：
：
：
一
千
九
百
十
万
円

▼
町
営
住
宅
“
簡
易
保
険
、
郵
便

年
金
：
：
：
：
：
二
千
百
六
十
万
円

▼
布
川
保
育
所
睦
国
民
年
金

　
　
　
　
　
・
：
：
一
千
二
百
万
円

▼
浦
田
第
一
地
区
簡
易
水
道
”
国

民
年
金
：
：
：
：
：
七
千
四
百
万
円
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町
●

県
民
税
の
申
告
は

3
月
1
5
日
ま
で

ゆ
㌧

‘

　
こ
と
し
も
町
・
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申
告
書
は
総
代
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

　書き

方
が
分
ら
な
い
と
い
う
方
に
は
、
三
丹
一
日
か
ら
十
目
ま
で

の
間
、
申
告
相
談
と
受
付
け
を
地
域
こ
と
に
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
人

　
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
現
在
、

松
之
山
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

五
＋
六
年
中
に

▼
商
業
、
農
業
、
土
木
建
築
、
大

工
左
官
な
ど
を
営
ん
で
所
得
の
あ

っ
た
人
。

▼
給
与
、
旦
雇
賃
金
、
各
種
年
金

な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人
。

▼
退
職
所
得
の
あ
っ
た
人
。

▼
土
地
、
建
物
、
山
林
な
ど
の
資

産
を
譲
渡
し
、
収
入
の
あ
っ
た
人
。

▼
そ
の
他
昨
年
中
に
収
入
の
あ
っ

た
人
。申

告
し
な
く
て
も
よ
い
人

▼
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
町
へ
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
、
事
業
税

の
申
告
を
さ
れ
た
人
。

持
参
す
る
も
の

　
所
得
税
の
青
色
申
告
制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
青
色
申
告
す
る
と
、
青
色
専
従
者
控
除
を
始
め
と
し
て
、

全
部
で
四
十
一
件
も
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
帳
簿
に
記
帳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
の
内

容
や
資
金
の
状
況
な
ど
が
よ
く
分
り
、
経
営
の
合
理
化
に

も
大
い
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
申
告
を
し
て
み
よ
う
ー
と
思
わ
れ
る
方
は
三

月
十
五
日
ま
で
に
税
務
署
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
記
帳
や
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
高
田
税
務
署
（
智
2
3
の
4

1
7
1
）
へ

▼
申
告
書
と
印
か
ん

▼
昨
年
中
の
収
入
、
経
費
な
ど
を
明

ら
か
に
で
き
る
明
細
書
及
び
帳
簿
類

▼
医
療
費
、
生
命
保
険
料
な
ど
の

支
払
い
を
さ
れ
た
人
は
、
そ
れ
ら

の
支
払
証
明
書
か
領
収
証
。

▼
そ
の
他
、
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類

た
し
か
め
よ
う

車
が
な
い
の
に
、

　
　
　
　
通
知
書
が

記帳は青で、経理は黒だ

一青色申告制度一

　
軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
所
有

に
係
る
「
軽
自
動
車
税
」
は
、
四
月

一
日
現
在
に
所
有
し
て
い
る
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
．

○
軽
自
動
車
が
な
い
の
に
、
納
税

通
知
書
が
き
た
。

○
バ
イ
ク
が
一
台
し
か
な
い
の
に
、

二
台
分
を
課
税
さ
れ
た
。
：
：
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
、
「
廃
車
申
告
」

を
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
の
出
来
ご

と
で
す
。

　
お
互
い
に
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、

あ
ま
り
感
じ
が
良
く
な
い
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
車
を
売
っ
た

り
、
下
取
り
に
出
し
た
り
、
ク
ズ
屋

に
払
下
げ
し
た
場
合
は
、
十
五
日

以
内
に
必
ず
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
解
決
い
た
し
ま
す
。

　
　
i
詳
し
く
は
税
務
係
へ
ー

　
　
　
あ
な
た
の
財
産

－
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
1

　
こ
れ
は
固
定
資
産
税
の
正
確
さ
を

求
め
る
た
め
に
あ
る
制
度
で
す
。

　
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

納
税
者
の
異
議
申
立
て
な
ど
の
機

会
を
与
え
広
く
公
開
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
例
年
で
す
と
、
三
月
一
日
か
ら
二

十
日
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
の
で

す
が
、
こ
と
し
は
都
合
で
少
し
遅

れ
る
見
込
み
で
す
。

▽
こ
覧
に
な
れ
る
人
は
：
：
固
定

資
産
の
所
有
者
、
納
税
管
理
人
、

委
任
状
を
持
参
し
た
人
な
ど

▽
縦
覧
場
所
：
：
役
場
・
税
務
係

▽
期
間
：
：
事
前
に
係
へ
ご
照
会

く
だ
さ
い
。

明治時代
o

大正時代代時和昭

明
治
6
年
…
地
租
改
正
が
行
わ

れ
、
全
国
的
に
金
納
と
な
っ
た
。

税
率
は
地
価
の
百
分
の
三
と
定

め
ら
れ
た
。

明
治
2
0
年
…
所
得
税
新
設
。

τ
、

冨■

む
ち免

地
租
中
心
、
間
接
税
中
心
か
ら
、

所
得
税
中
心
の
税
制
へ
と
移
行
。

昭
和
1
5
年
…
法
人
税
が
所
得
税

か
ら
独
立
。

昭
和
2
2
年
…
地
租
は
国
税
か
ら

地
万
税
へ
移
行
。

直
接
税
に
申
告
納
税
制
度
が
採

用
さ
れ
た
。
シ
ャ
ウ
フ
勧
告
に

よ
り
税
制
改
正
。

昭
和
37
年
…
間
接
税
に
も
申
告

納
税
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。
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町
の
た
め

借
保
・
郵
便
、
国
民
年
金
積
立
金
で
施
設
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
も
町
が
建
設
し
た
い
ろ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
な
施
設
に
、
簡
，
易
保
険
や
郵
便
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
積
立
金
、
そ
れ
に
国
民
年
金
積
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
の
力
を
借
り
ま
し
た
。
施
設
ご
と

月、オープ号第町

の
町
債
借
入
額
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
わ
た
し
た
ち
が
加
入

し
て
い
る
簡
易
保
険
を
は
じ
め
積
立

金
は
、
い
ろ
ん
な
施
設
を
整
備
す
る

財
源
と
し
て
、
大
変
重
要
で
あ
り
、

ま
た
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
資
金
は
わ
た
し

た
ち
の
生
活
、
福
祉
の
向
上
、
教
育
、

文
化
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

，
許
説

騰
瓶
一

噸

滅
曵
、

饗
”給水戸数90戸の浦田第1簡水配水池

朔
。
糧
藷

嫉る杣常設締所

　
積
立
金
還
元
融
資
の
借
入
額
（
三

月
借
入
予
定
額
）

▼
三
省
小
・
プ
ー
ル
闘
簡
易
保
険

郵
便
年
金
：
：
：
一
千
九
百
十
万
円

▼
町
営
住
宅
“
簡
易
保
険
、
郵
便

年
金
：
：
：
：
：
二
千
百
六
十
万
円

▼
布
川
保
育
所
睦
国
民
年
金

　
　
　
　
　
・
：
：
一
千
二
百
万
円

▼
浦
田
第
一
地
区
簡
易
水
道
”
国

民
年
金
：
：
：
：
：
七
千
四
百
万
円
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世
界
一
バ
ラ
ン
ス
の
優
れ

て
い
る
「
日
本
人
の
食
事
」

　
米
は
二
千
年
余
り
も
の
昔
日
本
に
伝

わ
っ
て
以
来
、
日
本
人
の
理
想
的
な
主

食
と
し
て
と
り
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
お
米
は
、
七
十
六
智
の
で
ん
ぷ
ん
と

七
新
の
た
ん
ぱ
く
質
が
主
な
栄
養
素
で

す
が
、
消
化
が
よ
く
、
百
竹
当
た
り
の
熱

量
は
二
百
五
十
二
招
あ
り
ま
す
。
と
く

に
た
ん
ぱ
く
質
は
植
物
性
た
ん
ぱ
く
質

の
中
で
大
豆
と
並
ん
で
質
が
良
く
、
た

ん
ぱ
く
価
は
小
麦
粉
の
五
十
に
対
し
七

十
で
す
。
ま
た
、
米
の
た
ん
ぱ
く
質
の

中
に
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
栄
養
素
（
リ
ジ
ン
）
を
多
く

含
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
の
米
中
心
の
食
生
活
は
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
か
ら
み
て
、
最
も
優
れ
た
食

事
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
お

米
を
中
心
に
乳
製
品
・
野
菜
・
海
そ
う

な
ど
が
ほ
ど
よ
く
加
わ
り
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
に
優
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
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　　　　　　　　　　　ワ

　　　　　　丸2ん

　　　　　　ηyリカ　　畳

　　　　　　　　45，7β
　　　　　インκ　！含

　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　o

薪獄臨，鴇

母
の
昧

　
ア
メ
リ
ヵ
は
医
療
先
進
国
で
す
が
、

そ
の
反
面
心
臓
病
・
糖
尿
病
な
ど
の
成

人
病
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
成
人
病
に
は
、
食
事
を
中
心
と

す
る
予
防
と
治
療
が
最
も
大
切
で
あ
り
、

「
ア
メ
リ
カ
人
の
食
事
目
標
」
と
い
う
指

針
で
は
、
穀
物
を
中
心
に
し
た
日
本
型

米
食
生
活
を
勧
め
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
お
米
は
、
わ
た
し
た
ち
の
体
質
に
も

ピ
ッ
タ
リ
し
た
主
食
で
す
。
こ
こ
で
今

一
度
お
米
の
良
さ
を
見
直
し
て
み
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
■
ア
メ
リ
カ
で
は
お
米
が
美
容
食
－
…
ア
メ
リ
カ
で
は

肥
満
を
防
ぐ
食
事
と
し
て
、
米
食
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
米
は
、
肉
や
乳
製
品
に
比
べ
、
ぐ
っ
と
低
カ
ロ
リ
i

お米のたんぱく質栄養
価は、大豆や魚と同じ

劃

卵　　　牛肉　　大奎　　米　　　騨　　小麦坊

食
だ
か
ら
で
す
。
太
り
過
ぎ
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
肉
食
中
心
よ
り
米
食
中
心
の

食
事
パ
タ
ー
ン
の
方
が
望
ま
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
米
食
中
心
の
日
本
人
に
は
、
心
臓

病
や
動
脈
硬
化
が
少
な
い

ー

肉
食
中

心
の
欧
米
入
に
比
べ
、
お
米
を
主
食
と

す
る
日
本
人
は
、
心
臓
病
や
動
脈
硬
化

な
ど
の
成
人
病
患
者
が
少
な
い
事
実
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
米
食
が
健
康
的
に

優
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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○
目
ロ
ー
，

　
N
H
K
学
園
で
は
、
次
に
よ
り
①

高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス
②
教
養
コ

ー
ス
③
社
会
通
信
講
座
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
高
校
・
普
通
科
コ
ー
ス
〉

　
N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働

き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

○
入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
・
卒
業

見
込
み
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力

　
　
　
ロ
ナ

N
H
K
学
園
」

の
あ
る
方
。

○
受
付
期
間
　
3
月
1
日
か
ら
4
月

15

日
ま
で
。

〈
高
校
・
教
養
コ
ー
ス
〉

　
高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
識
と
教
養

づ
身
に
つ
け
た
い
方
に
。

O
受
講
資
格
　
1
5
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
．

○
受
付
期
間
　
3
月
1
日
か
ら
4
月

30
日
ま
で
。

〈
社
会
通
信
講
座
〉

　
余
暇
を
利
用
し
て
、
趣
味
と
教
養

を
身
に
つ
け
た
い
方
。
囲
碁
、
併
句

文
章
な
ど
n
講
座
3
5
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

○
受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

○
受
付
期
問
　
2
月
1
日
か
ら
5
月

∩

20
日
ま
で
。

▽
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は

「
希
望
コ
ー
ス
」
と
「
住
所
・
氏
名
」

を
明
記
し
て
左
記
へ
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
〒
鮒
新
潟
市
弁
天
…
　
N
H
K

新
潟
放
送
局
　
N
H
K
学
園
案
内
係

へ
D

高
田
南
城
高
校

　
高
田
南
城
高
校
で
は
次
に
よ
り
通

信
制
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
働
き
な
が
ら
、
主
に
自
宅
で

学
習
で
き
る
と
と
も
に
、
高
等
学
校

の
卒
業
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

▽
入
学
資
格
…
…
中
学
校
卒
業
（
見

あ
　
技
能
を
持
た
な
い
人
の
就
職
、
出

稼
ぎ
は
、
決
し
て
容
易
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
特
に
、
こ
の
ご
ろ
の
よ
う
に

経
済
変
動
が
著
し
く
、
技
術
革
新
が

急
速
に
行
わ
れ
て
い
る
産
業
界
で
は

こ
れ
ら
に
十
分
対
応
で
き
る
技
能
や

知
識
を
身
に
つ
け
た
技
能
者
を
望
ん

で
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
必
要
な
知
識
や
技
能
を

身
に
つ
け
、
再
就
職
を
容
易
に
す
る

た
め
、
次
の
要
領
で
能
力
再
開
発
訓

練
を
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
募
集
し
て
い
る
訓
練
校

上
越
高
等
職
業
訓
練
校
（
上
越
市
大

字
大
豆
）
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
槙

（
十
日
町
市
辰
甲
）
ほ
か
六
校

▽
訓
練
科
目
　
園
芸
科
、
造
園
科
、

な

も

腕
罐

　　ぞ

　　ま

　　芝

　　か

鋳
造
科
、
機
械
科
、
金
属
プ
レ
ス
科

熔
接
科
、
製
か
ん
科
、
板
金
科
、
電

気
機
械
科
、
電
気
工
事
科
、
自
動
車

整
備
科
、
織
布
科
、
染
色
科
、
縫
製

科
、
木
工
科
、
建
築
科
、
左
官
科
、

配
管
科
、
表
具
科
、
塗
装
科
、
経
理

事
務
課
、
調
理
科
、
建
設
科
、
自
動

車
運
転
科
、
和
裁
科
、
漆
器
科
、
販

売
科
、
　
（
訓
練
校
に
よ
っ
て
、
募
集

し
て
い
る
科
目
は
異
な
り
ま
す
）

▽
訓
練
中
の
特
典

○
授
業
料
は
不
要
で
す
。

○
実
習
用
器
具
は
無
料
で
貸
与
し
ま

す
。○

訓
練
期
間
中
、
雇
用
保
険
の
求
職

者
給
付
の
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
、

訓
練
が
終
了
す
る
ま
で
給
付
が
延
長

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
の
な
い
人
で
、
県
訓
練
手
当
の

受
給
資
格
に
該
当
す
る
人
に
は
、
訓

練
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
訓
練
修
了
後
の
就
職
あ
っ
せ
ん

　
訓
練
修
了
後
は
、
職
業
安
定
所
で

優
先
的
に
就
職
の
お
世
話
を
し
て
く

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
技
能
検
定
の
受
検
資
格
や

○
○
○
だ
か
ら

各
種
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
優
遇
さ

れ
ま
す
。

▽
詳
し
く
は

　
入
校
を
希
望
す
る
訓
練
校
へ
直
接

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

上
越
校
含
〇
二
五
五
！
二
三
f
二
六

九
〇
、
十
日
町
校
君
〇
二
五
七
五
－

七
ー
二
〇
五

技
術
を
身
に
つ
け
て
お
け
ば
・
：
・

　
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
で
は

次
の
要
領
で
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す
。▽

募
集
定
員
　
生
産
機
械
科
、
電
気

科
、
金
属
成
形
科
、
室
内
造
形
科
、

無
線
技
術
科
：
：
各
科
と
も
二
十
名

▽
応
募
資
格
　
高
校
卒
業
し
た
人
か

卒
業
見
込
み
の
人
。
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人
。

▽
願
書
受
付
　
2
月
2
8
日
ま
で

▽
試
験
目
　
3
月
1
0
日
㈱

▽
合
格
発
表
　
3
月
2
0
日
㈹

▽
試
験
地
　
新
潟
市
ほ
か

▽
試
験
科
目
　
英
語
、
物
理
、
数
学

▽
受
験
料
　
九
千
円

　
　
　
　
　
　
　
ク

▽
詳
し
く
は
　
〒
9
3
　
魚
津
市
川
縁

1
2
8
9
の
1
　
富
山
職
業
訓
練
短

期
大
学
校
内
学
生
課
（
a
O
7
6
5

の
2
4
の
5
5
5
2
）
へ

込
）
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学

歴
の
あ
る
方
。
年
齢
や
性
別
に
制
限

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
募
集
コ
ー
ス
…
－
①
卒
業
コ
ー
ス

（
普
通
課
）
②
科
目
別
コ
ー
ス
（
希
望
す

る
一
部
科
目
の
み
の
学
習
）

▽
願
書
受
付
…
…
2
月
2
0
日
か
ら
4

月
1
0
日
ま
で

▽
授
業
料
…
…
無
料

▽
修
学
の
特
典
…
…
修
学
奨
励
金
の

貸
し
付
け
制
度
と
所
得
税
の
勤
労
学

生
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
入
学
案
内
…
願
書
請
求
は
7
0
円
切

手
を
同
封
の
う
え
県
立
高
田
南
城
高

校
へ
（
〒
鰯
上
越
市
南
城
町
三
∠
ニ

ノ
三
費
〇
二
五
五
⑬
7
6
7
2
）

進
学
資
金
は

　
　
　
　
　
お
早
目
に

　
　
　
　
　
ー
国
民
金
融
公
庫
－

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
次
の
要
領
に

よ
り
、
進
学
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
融
資
額
…
：
二
世
帯
当

り
五
十
万
円
以
内
。
借
入
資
格
者
…

高
校
、
大
学
な
ど
へ
進
学
さ
れ
る
か

た
の
ご
父
兄
。
融
資
期
間
…
…
進
学

さ
れ
る
学
校
の
修
業
年
限
以
内
（
最

長
四
年
）
。
貸
付
利
率
…
…
年
八
・
三

％
。
保
証
人
…
…
一
名
以
上
。
申
込

み
受
付
期
問
…
…
5
7
年
1
月
か
ら
4

月
ま
で
。
申
し
込
み
…
…
銀
行
・
農

協
の
い
ず
れ
か
金
融
公
庫
へ
詳
細
は

…
…
国
民
金
融
公
庫
高
田
支
店
へ
（
上

越
市
大
町
3
の
2
の
1
台
0
2
5
5

の
2
4
の
2
3
4
0
）
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世
界
一
バ
ラ
ン
ス
の
優
れ

て
い
る
「
日
本
人
の
食
事
」

　
米
は
二
千
年
余
り
も
の
昔
日
本
に
伝

わ
っ
て
以
来
、
日
本
人
の
理
想
的
な
主

食
と
し
て
と
り
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
お
米
は
、
七
十
六
智
の
で
ん
ぷ
ん
と

七
新
の
た
ん
ぱ
く
質
が
主
な
栄
養
素
で

す
が
、
消
化
が
よ
く
、
百
竹
当
た
り
の
熱

量
は
二
百
五
十
二
招
あ
り
ま
す
。
と
く

に
た
ん
ぱ
く
質
は
植
物
性
た
ん
ぱ
く
質

の
中
で
大
豆
と
並
ん
で
質
が
良
く
、
た

ん
ぱ
く
価
は
小
麦
粉
の
五
十
に
対
し
七

十
で
す
。
ま
た
、
米
の
た
ん
ぱ
く
質
の

中
に
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
栄
養
素
（
リ
ジ
ン
）
を
多
く

含
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
の
米
中
心
の
食
生
活
は
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
か
ら
み
て
、
最
も
優
れ
た
食

事
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
お

米
を
中
心
に
乳
製
品
・
野
菜
・
海
そ
う

な
ど
が
ほ
ど
よ
く
加
わ
り
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
に
優
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　　　　　　駆擁

　　　　　魏灘

　　　　　　　8本

　　　　　繭　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　‘　o
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　　　　　　　　　o

薪獄臨，鴇

母
の
昧

　
ア
メ
リ
ヵ
は
医
療
先
進
国
で
す
が
、

そ
の
反
面
心
臓
病
・
糖
尿
病
な
ど
の
成

人
病
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
成
人
病
に
は
、
食
事
を
中
心
と

す
る
予
防
と
治
療
が
最
も
大
切
で
あ
り
、

「
ア
メ
リ
カ
人
の
食
事
目
標
」
と
い
う
指

針
で
は
、
穀
物
を
中
心
に
し
た
日
本
型

米
食
生
活
を
勧
め
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
お
米
は
、
わ
た
し
た
ち
の
体
質
に
も

ピ
ッ
タ
リ
し
た
主
食
で
す
。
こ
こ
で
今

一
度
お
米
の
良
さ
を
見
直
し
て
み
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
■
ア
メ
リ
カ
で
は
お
米
が
美
容
食
－
…
ア
メ
リ
カ
で
は

肥
満
を
防
ぐ
食
事
と
し
て
、
米
食
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
米
は
、
肉
や
乳
製
品
に
比
べ
、
ぐ
っ
と
低
カ
ロ
リ
i

お米のたんぱく質栄養
価は、大豆や魚と同じ

劃

卵　　　牛肉　　大奎　　米　　　騨　　小麦坊

食
だ
か
ら
で
す
。
太
り
過
ぎ
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
肉
食
中
心
よ
り
米
食
中
心
の

食
事
パ
タ
ー
ン
の
方
が
望
ま
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
米
食
中
心
の
日
本
人
に
は
、
心
臓

病
や
動
脈
硬
化
が
少
な
い

ー

肉
食
中

心
の
欧
米
入
に
比
べ
、
お
米
を
主
食
と

す
る
日
本
人
は
、
心
臓
病
や
動
脈
硬
化

な
ど
の
成
人
病
患
者
が
少
な
い
事
実
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
米
食
が
健
康
的
に

優
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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○
目
ロ
ー
，

　
N
H
K
学
園
で
は
、
次
に
よ
り
①

高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス
②
教
養
コ

ー
ス
③
社
会
通
信
講
座
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
高
校
・
普
通
科
コ
ー
ス
〉

　
N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働

き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

○
入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
・
卒
業

見
込
み
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力

　
　
　
ロ
ナ

N
H
K
学
園
」

の
あ
る
方
。

○
受
付
期
間
　
3
月
1
日
か
ら
4
月

15

日
ま
で
。

〈
高
校
・
教
養
コ
ー
ス
〉

　
高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
識
と
教
養

づ
身
に
つ
け
た
い
方
に
。

O
受
講
資
格
　
1
5
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
．

○
受
付
期
間
　
3
月
1
日
か
ら
4
月

30
日
ま
で
。

〈
社
会
通
信
講
座
〉

　
余
暇
を
利
用
し
て
、
趣
味
と
教
養

を
身
に
つ
け
た
い
方
。
囲
碁
、
併
句

文
章
な
ど
n
講
座
3
5
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

○
受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

○
受
付
期
問
　
2
月
1
日
か
ら
5
月

∩

20
日
ま
で
。

▽
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は

「
希
望
コ
ー
ス
」
と
「
住
所
・
氏
名
」

を
明
記
し
て
左
記
へ
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
〒
鮒
新
潟
市
弁
天
…
　
N
H
K

新
潟
放
送
局
　
N
H
K
学
園
案
内
係

へ
D

高
田
南
城
高
校

　
高
田
南
城
高
校
で
は
次
に
よ
り
通

信
制
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
働
き
な
が
ら
、
主
に
自
宅
で

学
習
で
き
る
と
と
も
に
、
高
等
学
校

の
卒
業
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

▽
入
学
資
格
…
…
中
学
校
卒
業
（
見

あ
　
技
能
を
持
た
な
い
人
の
就
職
、
出

稼
ぎ
は
、
決
し
て
容
易
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
特
に
、
こ
の
ご
ろ
の
よ
う
に

経
済
変
動
が
著
し
く
、
技
術
革
新
が

急
速
に
行
わ
れ
て
い
る
産
業
界
で
は

こ
れ
ら
に
十
分
対
応
で
き
る
技
能
や

知
識
を
身
に
つ
け
た
技
能
者
を
望
ん

で
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
必
要
な
知
識
や
技
能
を

身
に
つ
け
、
再
就
職
を
容
易
に
す
る

た
め
、
次
の
要
領
で
能
力
再
開
発
訓

練
を
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
募
集
し
て
い
る
訓
練
校

上
越
高
等
職
業
訓
練
校
（
上
越
市
大

字
大
豆
）
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
槙

（
十
日
町
市
辰
甲
）
ほ
か
六
校

▽
訓
練
科
目
　
園
芸
科
、
造
園
科
、

な

も

腕
罐

　　ぞ

　　ま

　　芝

　　か

鋳
造
科
、
機
械
科
、
金
属
プ
レ
ス
科

熔
接
科
、
製
か
ん
科
、
板
金
科
、
電

気
機
械
科
、
電
気
工
事
科
、
自
動
車

整
備
科
、
織
布
科
、
染
色
科
、
縫
製

科
、
木
工
科
、
建
築
科
、
左
官
科
、

配
管
科
、
表
具
科
、
塗
装
科
、
経
理

事
務
課
、
調
理
科
、
建
設
科
、
自
動

車
運
転
科
、
和
裁
科
、
漆
器
科
、
販

売
科
、
　
（
訓
練
校
に
よ
っ
て
、
募
集

し
て
い
る
科
目
は
異
な
り
ま
す
）

▽
訓
練
中
の
特
典

○
授
業
料
は
不
要
で
す
。

○
実
習
用
器
具
は
無
料
で
貸
与
し
ま

す
。○

訓
練
期
間
中
、
雇
用
保
険
の
求
職

者
給
付
の
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
、

訓
練
が
終
了
す
る
ま
で
給
付
が
延
長

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
の
な
い
人
で
、
県
訓
練
手
当
の

受
給
資
格
に
該
当
す
る
人
に
は
、
訓

練
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
訓
練
修
了
後
の
就
職
あ
っ
せ
ん

　
訓
練
修
了
後
は
、
職
業
安
定
所
で

優
先
的
に
就
職
の
お
世
話
を
し
て
く

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
技
能
検
定
の
受
検
資
格
や

○
○
○
だ
か
ら

各
種
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
優
遇
さ

れ
ま
す
。

▽
詳
し
く
は

　
入
校
を
希
望
す
る
訓
練
校
へ
直
接

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

上
越
校
含
〇
二
五
五
！
二
三
f
二
六

九
〇
、
十
日
町
校
君
〇
二
五
七
五
－

七
ー
二
〇
五

技
術
を
身
に
つ
け
て
お
け
ば
・
：
・

　
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
で
は

次
の
要
領
で
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す
。▽

募
集
定
員
　
生
産
機
械
科
、
電
気

科
、
金
属
成
形
科
、
室
内
造
形
科
、

無
線
技
術
科
：
：
各
科
と
も
二
十
名

▽
応
募
資
格
　
高
校
卒
業
し
た
人
か

卒
業
見
込
み
の
人
。
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人
。

▽
願
書
受
付
　
2
月
2
8
日
ま
で

▽
試
験
目
　
3
月
1
0
日
㈱

▽
合
格
発
表
　
3
月
2
0
日
㈹

▽
試
験
地
　
新
潟
市
ほ
か

▽
試
験
科
目
　
英
語
、
物
理
、
数
学

▽
受
験
料
　
九
千
円

　
　
　
　
　
　
　
ク

▽
詳
し
く
は
　
〒
9
3
　
魚
津
市
川
縁

1
2
8
9
の
1
　
富
山
職
業
訓
練
短

期
大
学
校
内
学
生
課
（
a
O
7
6
5

の
2
4
の
5
5
5
2
）
へ

込
）
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学

歴
の
あ
る
方
。
年
齢
や
性
別
に
制
限

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
募
集
コ
ー
ス
…
－
①
卒
業
コ
ー
ス

（
普
通
課
）
②
科
目
別
コ
ー
ス
（
希
望
す

る
一
部
科
目
の
み
の
学
習
）

▽
願
書
受
付
…
…
2
月
2
0
日
か
ら
4

月
1
0
日
ま
で

▽
授
業
料
…
…
無
料

▽
修
学
の
特
典
…
…
修
学
奨
励
金
の

貸
し
付
け
制
度
と
所
得
税
の
勤
労
学

生
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
入
学
案
内
…
願
書
請
求
は
7
0
円
切

手
を
同
封
の
う
え
県
立
高
田
南
城
高

校
へ
（
〒
鰯
上
越
市
南
城
町
三
∠
ニ

ノ
三
費
〇
二
五
五
⑬
7
6
7
2
）

進
学
資
金
は

　
　
　
　
　
お
早
目
に

　
　
　
　
　
ー
国
民
金
融
公
庫
－

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
次
の
要
領
に

よ
り
、
進
学
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
融
資
額
…
：
二
世
帯
当

り
五
十
万
円
以
内
。
借
入
資
格
者
…

高
校
、
大
学
な
ど
へ
進
学
さ
れ
る
か

た
の
ご
父
兄
。
融
資
期
間
…
…
進
学

さ
れ
る
学
校
の
修
業
年
限
以
内
（
最

長
四
年
）
。
貸
付
利
率
…
…
年
八
・
三

％
。
保
証
人
…
…
一
名
以
上
。
申
込

み
受
付
期
問
…
…
5
7
年
1
月
か
ら
4

月
ま
で
。
申
し
込
み
…
…
銀
行
・
農

協
の
い
ず
れ
か
金
融
公
庫
へ
詳
細
は

…
…
国
民
金
融
公
庫
高
田
支
店
へ
（
上

越
市
大
町
3
の
2
の
1
台
0
2
5
5

の
2
4
の
2
3
4
0
）
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住
宅
金
融
公
庫
は
三
月
一

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅
建

設
資
金
の
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
▽
受
付
期
間
一
月

　
　
　
　
　
　
二
十
八
日
か
ら
三
月

住宅建設触
　
一
旦
月
）
ま
で

▽
選
定
方
法
申
込

み
順
に
無
抽
選

▽
申
込
み
条
件
な
ど

①
資
柊
自
分
が
住

む
た
め
の
家
で
、
土

地
の
準
備
が
あ
る
方

で
一
定
額
以
上
の
月

収
が
あ
る
方
。
②
対

象
住
宅
の
規
模
　
住

宅
部
分
の
床
面
積
が

百
二
十
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
の
住
宅
。
た

だ
し
、
六
十
歳
以
上

蔭
繋
蔭
旨
、
ミ
　
ミ
、
、
、

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
日
ま
て

の
老
人
、
心
身
障
害
者
、
六
天
以
上
の

家
族
が
同
居
す
る
場
合
並
び
に
二
世
帯

住
宅
の
場
合
は
百
五
十
平
方
メ
i
ト
ル

以
下
の
住
宅
。
③
融
資
額
　
木
造
住
宅

（
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
場
合

断
熱
構
造
化
工
事
を
行
う
場
合
は
二
十

万
円
か
ら
四
十
万
円
、
太
陽
熱
温
水
器

設
置
工
事
を
行
う
場
合
は
十
万
円
の
そ

れ
ぞ
れ
割
増
し
融
資
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
か
心

身
障
害
者
が
同
居
す
る
場
合
並
び
に
二

世
帯
住
宅
の
場
合
は
、
五
十
万
円
か
ら

百
八
十
万
円
の
割
増
し
融
資
制
度
が
あ

り
ま
す
。
④
利
率
　
年
5
・
5
％
⑤
返

済
期
間
　
木
造
の
場
合
二
十
五
年
以
内

⑥
返
済
方
法
　
原
則
と
し
て
元
利
均
等

毎
月
払
い
。
ま
た
は
、
元
利
均
等
毎
月

ヤ
ミ

四
百
八
十
万
円
か
ら
五
百
万
円
。
な
お
、

い
と
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
。
な
お
、

返
済
開
始
か
ら
三
年
間
だ
け
返
済
額
が

少
な
く
な
る
ス
テ
ッ
プ
償
還
の
方
法
も

あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
場
所
・
詳
し
く
は
農
協
か

銀
行
の
窓
口
で
ど
う
ぞ

県でも

住宅資金を

貸してくれます

◆3月20日まで◆

　
県
で
は
、
自
家
住
宅
の
建
設
を
促

進
す
る
た
め
新
し
い
制
度
を
設
け
、

建
設
資
金
を
貸
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
借
入
れ
の
条
件

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
が
借
入
申
込
み
で
き
ま
す
。

①
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
を
建
設
す
る
か
、
購
入
す
る
人
。

②
資
金
の
借
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
①

の
住
宅
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
で
、
五
十
六
年
中
の
収
入
金
額

ま
た
は
所
得
金
額
が
次
の
額
以
下
の

人
。　

給
与
所
得
の
み
の
人

　
　
収
入
金
額
　
　
　
四
五
〇
万
円

　
そ
の
他
の
人

　
　
所
得
金
額
　
　
　
三
一
五
万
円

③
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
百
二
十
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
（
老
人
同
居
の
場

合
は
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
）

の
住
宅
を
建
設
ま
た
は
購
入
す
る
人

④
住
宅
金
融
公
庫
の
個
人
住
宅
資
金

の
融
資
を
受
け
て
住
宅
を
建
設
ま
た

は
、
購
入
す
る
人
で
、
申
込
み
の
と

き
に
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
結
ん
で

い
な
い
人

⑤
借
入
金
の
返
済
を
確
実
に
で
き
る

見
込
み
の
あ
る
人
で
、
こ
の
借
入
金

や
公
庫
そ
の
他
か
ら
の
借
入
金
の
返

済
月
額
の
合
計
額
に
対
し
て
月
収
が

四
倍
以
上
あ
る
人
。

▽
貸
付
け
内
容

　
貸
付
け
限
度
額
　
一
戸
当
り
二
百

万
円
。
利
率
　
年
六
％
（
変
動
あ
り
）

▽
申
込
み
締
切
日
　
三
月
二
十
日

▽
申
込
書
の
頒
布
・
受
付
先
　
県
内

最
寄
り
の
銀
行
の
窓
口

▽
詳
し
く
は
　
県
土
木
部
建
築
住
宅

課
台
〇
一
一
五
二
！
二
四
ー
三
八
〇
三

へ
。

　
　
う
ぶ
声

小
野
塚
千
恵
（
湯
本
・
修
の
三
女
）

高
橋
　
祥
智
（
〃
・
洋
一
の
長
男
）

小
野
塚
珠
恵
（
東
川
・
孝
雄
の
二
女
）

小
林
明
日
香
（
松
之
山
・
啓
一
の
長
女
）

相
沢
美
代
子
（
観
音
寺
・
清
介
の
長
女
）

竹
内
　
映
美
（
坂
中
・
信
之
の
三
女
）

佐村猪高室佐滝佐
藤山俣橋橋藤沢藤

3き

暖R騒

霞へ

曙階

　馨D

霞ロ

蔭霞

蔭

悠
里
（
藤
内
名
・
明
彦
の
二
女
）

壬
恵
（
天
水
越
・
忠
一
の
二
女
）

利
昭
（
　
〃
　
・
喜
作
の
二
男
）

眞
記
（
五
＋
子
年
孝
良
の
二
女
）

政
代
（
天
水
島
・
政
信
の
長
女
）

光
弘
（
松
之
山
・
浩
一
の
長
男
）

拓
也
（
　
〃
　
・
正
由
の
長
男
∀

美
香
（
天
水
越
・
春
男
の
長
女
）

　
　
お
く
や
み

村
山
永
太
郎
㈹
（
橋
詰
・
隠
居
）

福
原
　
誠
夫
㈲
（
小
谷
・
上
干
場
）

佐
藤
　
信
蔵
⑰
（
天
水
越
・
日
影
）

柳
　
与
平
次
㈱
（
中
尾
・
良
善
）

妻
島
　
キ
ク
㈱
（
田
麦
立

竹
内
　
勝
子
⑯
（
湯
の
島

和
久
井
タ
ケ
圃
（
水
梨
・

高
橋
　
林
蔵
㈹
（
天
水
島

久
保
田
力
蔵
㈹
（
曽
根
・

本
山
　
フ
ミ
謝
（
湯
本
・

相
沢
　
チ
ョ
御
（
水
梨
・

志
賀
　
ミ
ヤ
御
（
松
口
・

村
山
　
フ
サ
㈲
（
松
之
山
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